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１．募集人員・試験会場

研究科 専攻 修士課程（人） 博士課程（人） 試験会場
政治学研究科 政治学専攻 ２０ １０

世田谷キャンパス

経済学研究科 経済学専攻 ２０ １０
経営学研究科 経営学専攻 ２０ 　３
法学研究科 法学専攻 １０ 　４
総合知的財産法学研究科 総合知的財産法学専攻 ２０

工学研究科

機械工学専攻 　８
電気工学専攻 　８
建設工学専攻 １０
応用システム工学専攻 　２

人文科学研究科 人文科学専攻 ２０ 　３
教育学専攻 １５ 　２

スポーツ・システム研究科 スポーツ・システム専攻 ３０ 　３
多摩キャンパス救急システム研究科 救急救命システム専攻 １０

（１年コース含む） 　３

グローバルアジア研究科
グローバルアジア専攻（春期入学） ２０ 　

町田キャンパスグローバルアジア専攻（秋期入学） １０ 　
グローバルアジア研究専攻 　２

個人情報の取扱いについて
　出願および入学の手続にあたってお知らせいただいた氏名、住所その他の個人情報は、入学試験実施（出願受付、
試験実施）、合格発表、入学手続、学生生活を始めるに当たって必要となる書類、お知らせ等の送付および入学デー
タの統計処理（個人を特定することができない方法、形式）、これらに付随する事項等を行うために使用します。
　上記の業務は、その一部の業務を国士舘大学教務部大学院課より当該業務の委託を受けた業者（以下、「委託業者」
という。）において行います。業務委託にあたり、委託業者に対して、お知らせいただいた個人情報の全部または
一部を提供することがあります。予めご了承ください。なお、委託業者にはその委託業務を越えた利用はありません。

共　　　通
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２．入学試験日程　※入学資格審査日程は P.28 を参照のこと。

試
験
期
別

研　究　科 課程
試験区分

出願受付期間 試 験 日 合格発表
（12：00 〜） 入学手続締切日一　

般

社
会
人

留
学
生

学　

内

指
定
校
推
薦

１
年
コ
ー
ス

Ⅰ　
　
　
　
　
　
　
　

期

政　治　学 修士 ● ● ● ●

令和８年
8月20日（木）～ 9月3日（木）

9月19日（土）

9月25日（金）

１次手続締切
10月30日（金）

２次手続締切
1月29日（金）

博士 ●

経　済　学 修士 ● ● ● ● ●
博士 ●

経　営　学 修士 ● ● ● ●
博士 ●

工　　　学 修士 ● ● ● ●
博士 ● ● ●

法　　　学 修士 ● ● ● ●

9月20日（日）博士 ●
総 合 知 的
財 産 法 学 修士 ● ● ● ●

人 文 科 学 修士 ● ● ● ● 令和８年
10月29日（木）～ 11月12日（木）11月29日（日）

12月4日（金） 1月29日（金）

博士 ● ●
スポーツ・
シ ス テ ム

修士 ● ● ● ●

令和８年
10月29日（木）～ 11月12日（木）11月28日（土）

博士 ● ●

救急システム 修士 ● ● ● ● ● ●
博士 ● ●

グローバル
ア　ジ　ア

修士 ● ● ● ●
博士 ●

Ⅱ　
　
　
　
　
　
　
　

期

政　治　学 修士 ● ● ● ●
令和８年

10月29日（木）～ 11月12日（木）11月29日（日） 12月4日（金） 1月29日（金）博士 ●
総 合 知 的
財 産 法 学 修士 ● ● ● ●

経　済　学 修士 ● ● ● ● ●

令和９年
1月7日（木）～１月21日（木）

2月6日（土）
2月12日（金） 3月5日（金）

博士 ●

経 営 学 修士 ● ● ● ●
博士 ●

法　　　学 修士 ● ● ● ● 2月7日（日）博士 ●

工　　　学 修士 ● ● ● ●
令和９年

2月4日（木）～ 2月18日（木） 3月7日（日） 3月12日（金） 3月25日（木）博士 ● ● ●

人 文 科 学 修士 ● ● ● ●
博士 ● ●

スポーツ・
シ ス テ ム

修士 ● ● ● ●

令和９年
1月7日（木）～ 1月21日（木） 2月6日（土） 2月12日（金） 3月5日（金）

博士 ● ●

救急システム 修士 ● ● ● ● ● ●
博士 ● ●

グローバル
ア　ジ　ア

修士 ● ● ● ●
博士 ●

Ⅲ　
　
　
　
　
　

期

政　治　学 修士 ● ● ● ● 令和９年
1月7日（木）～ 1月21日（木） 2月6日（土） 2月12日（金） 3月5日（金）博士 ●

経　済　学 修士 ● ● ● ● ●

令和９年
2月4日（木）～ 2月18日（木） 3月7日（日）

3月12日（金） 3月25日（木）

博士 ●

法　　　学 修士 ● ● ● ●
博士 ●

総 合 知 的
財 産 法 学 修士 ● ● ● ●

スポーツ・
シ ス テ ム

修士 ● ● ● ●

令和９年
2月4日（木）～ 2月18日（木） 3月6日（土）

博士 ● ●

救急システム 修士 ● ● ● ● ● ●
博士 ● ●

グローバル
ア　ジ　ア

修士 ● ● ● ●
博士 ● 　 　 　

秋
期
グローバル
ア　ジ　ア

修士 ● ● ● ● 令和９年
5月6日（木）～ 5月20日（木） 6月5日（土） 6月11日（金） 6月18日（金）博士 ●

　［注］①　�グローバルアジア研究科のみで実施する秋期入学試験とは、令和９年９月入学のための入学試験です（但し修士課程国際日本
語教育分野は、秋期入学試験を実施しません）。

　　　 ②　�修了見込みの博士課程受験希望者は、経営学、人文科学はⅡ期試験を、政治学研究科はⅢ期試験を、経済学、法学、スポーツ・
システム、救急システム研究科はⅡ・Ⅲ期試験を、グローバルアジア研究科はⅢ期試験または秋期入学試験を受験してくだ
さい。
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３．出願資格および試験区分

　　◆修士課程
出願資格
以下の（１）～（９）のいずれかに該当する者（秋期入学試験はグローバルアジア研究科のみ実施）
（１）大学を卒業した者、または 2027 年３月までに卒業見込みの者（秋期入学試験受験者は 2027 年９月 15 日までに卒

業見込みの者）
（２）大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者、または 2027 年３月までに学士の学位を授与され

る見込みの者（秋期入学試験受験者は 2027 年９月 15 日までに学士の学位を授与される見込みの者）
（３）外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者、または 2027 年３月までに修了見込みの者（秋期入

学試験受験者は 2027 年９月 15 日までに修了見込みの者）
（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における

16 年の課程を修了した者、または 2027 年３月までに修了見込みの者（秋期入学試験受験者は 2027 年９月 15 日
までに修了見込みの者）

（５）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了したとされる
ものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学
大臣が別に指定するものの当該課程（文部科学大臣指定外国大学日本校）を修了した者、または 2027 年３月まで
に修了見込みの者（秋期入学試験受験者は 2027 年９月 15 日までに修了見込みの者）

（６）外国の大学等において、修業年限が３年以上の課程を修了することにより、学士の学位に相当する学位を授与さ
れた者、または 2027 年３月までに学士の学位に相当する学位を授与される見込みの者（秋期入学試験受験者は
2027 年 9 月 15 日までに学士の学位に相当する学位を授与される見込みの者）

（７）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）
で文部科学大臣が別に指定するもの（文部科学大臣指定専修学校専門課程）を文部科学大臣が定める日以後に修
了した者、または 2027 年３月までに修了見込みの者（秋期入学試験受験者は 2027 年９月 15 日までに修了見込み
の者）

（８）文部科学大臣の指定した者
（９）本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で 22 歳に

達した者、または 2027 年３月までに 22 歳に達する者　（秋期入学試験受験者は 2027 年９月 15 日までに 22 歳に
達する者）

（９）の資格で受験を希望する方に対し、所定の入学資格審査（書類審査）を事前に行います。詳細は「19．入学資
格審査」を参照してください。

また、各試験区分における出願資格は、次のとおりです。

試　験　区　分 出　願　資　格

一般選考 ◇全研究科共通
出願資格（１）〜（９）のいずれかに該当する者

社会人選考

◇全研究科共通
出願資格（１）〜（９）のいずれかに該当し、次の①または②に該当する者
　①�大学または出願資格（７）の専修学校を卒業後、満３年（2027 年４月１日現在※１）以上

経過した者
　②�満２８歳（2027 年４月１日現在※１）以上の者（人文科学研究科は満２５歳（2027 年 4 月

1 日現在）以上の者）
◇経済学研究科、法学研究科
・シニア特別選抜
　出願資格（１）〜（９）のいずれかに該当し、満 55 歳（2027 年４月１日現在）以上の者
・�日本語以外を母語とする場合は、シニア特別選抜を含め日本語能力試験N1の認定を有する
者（N1認定証明書）

留学生選考※２

◇全研究科共通
出願資格（１）〜（９）のいずれかに該当する者で、日本国以外の国籍を有し、入学確定後、
在留資格「留学」を取得、または変更が可能な者
但し、以下の研究科については、それぞれの指定する要件にも該当する者
　　①経済学研究科
　　　‌�留学生選考の試験区分で受験する者は、次のａ．またはｂ．のいずれかの要件を満たす必

要があります。
　　　ａ．日本語能力試験N１の認定を有する者（N１認定証明書）
　　　ｂ．‌�日本語能力試験N２の認定を有する者（N２認定証明書）
　　　　　ただしN２の場合は、面接時に日本語口述試験も合わせて実施します。
　　②工学研究科
　　　�学士の学位を有する者、または大学院入学の前年度に取得見込みの者
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学内選考

◇�政治学、総合知的財産法学、スポーツ・システム、救急システム、グローバルアジア研究
科
本学学部を 2027 年 3 月に卒業見込みの者、または卒業後 2年以内の者
◇経済学研究科
本学学部（政経学部、法学部、文学部、21 世紀アジア学部、経営学部）を 2027 年３月に卒業
見込みの者、または卒業後２年以内の者
日本語以外を母語とする者は、日本語能力試験N１レベル合格、またはN２レベル合格の者（N
１またはN２の認定証明書提出必須）
ただし、N２レベル合格の場合は、面接時に日本語口述試験も合わせて実施します。
◇経営学研究科
本学経営学部を 2027 年 3 月に卒業見込みの者、または卒業後 2年以内の者で本研究科を第 1
志望とする者
◇法学研究科
本学法学部を 2027 年 3 月に卒業見込みの者、または卒業後 2年以内の者
◇工学研究科
本学理工学部を 2027 年 3 月に卒業見込みの者、または卒業後 2年以内の者
◇人文科学研究科
本学文学部を 2027 年 3 月に卒業見込みの者、または卒業後 2年以内の者

１年コース選考

◇救急システム研究科
救急救命システム専攻（１年コース）の志願者で次の①〜④のいずれかに該当する者
　①�出願資格（１）に該当し、日本国の救急救命士、医師、歯科医師、看護師のいずれかの

免許を有し、かつ通年５年以上の実務経験を有する者
　②�出願資格（７）または（９）に該当し、日本国の救急救命士、看護師等の国家医療関連

資格を有し、かつ通年５年以上の実務経験を有する者
　③�出願資格（３）に該当し、日本国以外の国籍を有し、入学確定後、在留資格「留学」を取得、

または変更が可能な者で、日本国以外の医師、救急救命士、看護師等の国家医療関連資格、
またはそれに準ずる資格を有し、かつ通年５年以上の実務経験を有する者

　④�出願資格（９）に該当し、日本国以外の国籍を有し、入学確定後、在留資格「留学」を
取得、または変更が可能な者で、日本国以外の救急救命士、看護師等の国家医療関連資格、
またはそれに準ずる資格を有し、かつ通年５年以上の実務経験を有する者

　　�※③及び④でいう本学が認める実務経験とは、救急救命士法及び施行規則（省令）に照
らし、病院、診療所、消防機関などにおける医療、教育、研究の経験をいう

　※１　秋期入学試験受験者は 2027 年９月 16 日現在。
　※２　「15．外国人留学生および外国人学生」を参照してください。

　【全試験区分対象の出願資格】
　　①�経済学研究科の志願者で、外国の大学を修了（見込）した者は、学士の学位を有していること（学士学位取

得証明書類の提出必須）。学士の学位を有していない場合は、個別の入学資格審査を受けなければなりません。
詳細は「19．入学資格審査」を参照してください。

　　②�経営学研究科の志願者で、日本語以外を母語とする者は、志望コースごと、次の日本語能力試験のレベルが
必要です。

　　　［修士論文研究コース志願者］　日本語能力試験N１レベル合格（N１認定証明書提出必須）
　　　［特定課題研究コース志願者］　日本語能力試験N２レベル合格（N２認定証明書提出必須）
　　③�法学研究科の志願者で、日本語以外を母語とする者は、日本語能力試験N １レベル合格が必要です（N１認

定証明書提出必須）。
　　④�総合知的財産法学研究科の志願者で、日本語以外を母語とする者は、日本語能力試験N１レベル合格が必要

です（N１認定証明書提出必須）。
　　⑤�工学研究科（修士課程）の一般選考、学内選考志願者は、次の書類を必要とします（試験実施日が出願時点

で過去２年以内のものに限る）。
　　　　・TOEIC®Listening & Reading Test の公式認定証（コピーまたはデジタル版の印刷でも可）
　　　※�本学で実施されたTOEIC IP テスト（オンライン）受験者は、出願書類所定欄へのスコア使用承諾により、

公式認定証の提出は不要とします。
　　⑥�人文科学研究科の出願資格（３）・（６）・（９）による志願者で、日本語以外を母語とする者は、日本語能力

試験N１レベル合格が必要です（N１認定証明書提出必須）。なお、本学研究生で証明書のない者は、面接に
替えて口述試験とします。

　　⑦�スポーツ・システム研究科の志願者で、日本語以外を母語とする者は、日本語能力試験N１レベル合格が必
要です（N１認定証明書提出必須）。

　　⑧�グローバルアジア研究科の志願者で、日本語以外を母語とする者は、原則、試験区分を問わず日本語能力試
験N１の資格を必要とします。なお、証明書のない者は、面接試験に替えて口述試験とします。



4

共　　　通

　　◆博士課程
出願資格
以下の（１）～（８）のいずれかに該当する者（秋期入学試験はグローバルアジア研究科のみ実施）
（１）修士の学位または専門職学位を有する者、または 2027 年３月までに修士課程、博士前期課程もしくは専門職学位

課程を修了し、学位取得見込みの者（秋期入学試験受験者は 2027 年９月 15 日までに修了し、学位取得見込みの者）
（２）外国において修士の学位または専門職学位に相当する学位を授与された者、または 2027 年３月までに修士の学位

または専門職学位に相当する学位を授与される見込みの者（秋期入学試験受験者は 2027 年９月 15 日までに学位
を授与される見込みの者）

（３）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位または専門職学位に相当する
学位を授与された者、または 2027 年３月までに修士の学位または専門職学位に相当する学位を授与される見込み
の者（秋期入学試験受験者は 2027 年９月 15 日までに学位を授与される見込みの者）

（４）我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育
施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程（文部科学大臣指定外国大学（大学院相当）日本校）
を修了し、修士の学位または専門職学位に相当する学位を授与された者、または 2027 年３月までに修士の学位ま
たは専門職学位に相当する学位を授与される見込みの者（秋期入学試験受験者は 2027 年９月 15 日までに学位を
授与される見込みの者）

（５）学校教育法施行規則第 156 条第４号の規定により、国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を
授与された者、または 2027 年３月までに修士の学位に相当する学位を授与される見込みの者（秋期入学試験受験
者は 2027 年９月 15 日までに学位を授与される見込みの者）

（６）学校教育法施行規則第 156 条第５号の規定による外国の学校等において、大学院設置基準第 16 条の２に規定する
試験及び審査に相当するものに合格し、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者

（７）文部科学大臣の指定した者
（８）本大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位または専門職学位を有する者と同等以上の学力があ

ると認めた者で 24 歳に達した者、または 2027 年３月までに 24 歳に達する者（秋期入学試験受験者は 2027 年９
月 15 日までに 24 歳に達する者）

（８）の資格で受験を希望する方に対し、所定の入学資格審査（書類審査）を事前に行います。詳細は「19．入学資
格審査」を参照してください。

また、各試験区分における出願資格は、次のとおりです。

試　験　区　分 出　願　資　格

一般選考 ◇全研究科共通
出願資格（１）〜（８）のいずれかに該当する者

社会人選考

◇工学研究科
出願資格（１）〜（８）のいずれかに該当し、教育研究機関、官公庁、企業等に正規の職員
として在職している研究者または技術者で入学後も引き続きその身分を有し、入学時点にお
いて３年以上の専門的な実務経験（通算可）を有する者

留学生選考※
◇工学、人文、スポーツ・システム、救急システム研究科
出願資格（１）〜（８）のいずれかに該当し、入学確定後、在留資格「留学」を取得、また
は変更が可能な者

　※　「15．外国人留学生および外国人学生」を参照してください。

その他、P.3「全試験区分対象の出願資格」もご確認ください。

４.　マイページ登録について

出願には「国士舘大学マイページ」への登録が必要です。マイページは、合否確認および合格後の入学手
続きを行うためのものです。必ず「５．出願手続きについて」を参照の上、手続きしてください。

＜出願前に行うこと＞
「国士舘大学マイページ」に登録
「５．出願手続きについて」の４．国士舘大学マイページ登録に従って登録してください（2026年8月17日（月）
午前 10 時から登録可能です）。
※ドメイン【@kokushikan.ac.jp】の受信可能なメールアドレスで登録してください。
※マイページメニューに表示される「STEP １〜４」へ進む必要はありません。
※グローバルアジア研究科秋期入学試験に出願する場合、マイページ登録は不要です。
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５．出願手続きについて
　「大学院案内（Guide Book2027）」と照らし合わせながら、必要書類の事前準備と WEB 出願を行ってください。

■出願の流れ
１．志望研究科、研究分野、教員の選択（大学院案内（Guide Book2027）参照）……………………………………………５
　　　　↓
２．出願資格と試験区分の確認……………………………………………………………………………………………………５
　　　　↓
３．提出書類の準備…………………………………………………………………………………………………………………５
　　①顔写真　※全員必須…………………………………………………………………………………………………………６
　　②最終学歴の卒業・修了証明書（見込証明書含む）　※全員必須… ………………………………………………………６
　　③最終学歴の成績証明書　※全員必須………………………………………………………………………………………６
　　④学位取得証明書　※対象者…………………………………………………………………………………………………６
　　⑤研究計画書　※全員必須……………………………………………………………………………………………………７
　　⑥学歴認証報告書　※対象者（中国の大学・大学院を卒業・修了した方）… ……………………………………………８
　　　成績認証報告書　※対象者（中国の大学・大学院を卒業・修了した方）… ……………………………………………８
　　⑦パスポートの写し　※日本国籍以外の方…………………………………………………………………………………８
　　⑧在留カードまたは特別永住者証明書　※日本国籍以外の方……………………………………………………………８
　　⑨日本語能力試験証明書　※日本語を母語としない方……………………………………………………………………８
　　⑩在籍学校の証明書　※日本国籍以外で在留資格が「留学」の方………………………………………………………８
　　⑪修士論文等と要旨　※博士課程志願者必須………………………………………………………………………………８
　　⑫その他研究科毎に設定している書類………………………………………………………………………………………９
　　　（�法学研究科、総合知的財産法学研究科、工学研究科、救急システム研究科１年コース選考、グローバルアジア

研究科）
　　　　↓
４．国士舘大学マイページ登録（グローバルアジア研究科秋期入学試験は除く）… …………………………………………９
　　　　↓
５．WEB 出願方法について
　　手順①　TAO アカウントの作成………………………………………………………………………………………………12
　　手順②　TAO へログイン………………………………………………………………………………………………………12
　　手順③　国士舘大学大学院入学試験への出願………………………………………………………………………………13
　　手順④　出願書類提出（入力）方法…………………………………………………………………………………………14
　　手順⑤　入学検定料の納入……………………………………………………………………………………………………16
　　手順⑥　出願完了………………………………………………………………………………………………………………17
　　手順⑦　受験票の出力…………………………………………………………………………………………………………18

１．志望研究科、研究分野、教員の選択
大学院 HP、大学院志願者向け HP（ココロザシの国志舘）、大学院案内（Guide Book2027）等を確認のうえ、志望
研究科、研究分野、教員を選択してください。

２．出願資格と試験区分の確認
学生募集要項の「３．出願資格および試験区分」で出願資格を確認し、試験区分を選択してください。

３．提出書類の準備（HPもご覧ください）
出願に必要な提出書類は、研究科・専攻・選考ごとに異なります。次の内容をよく確認して、ご準備ください。
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①顔写真　※全員必須
最近３ヶ月以内、カラー（白黒不可）、正面、上半身、無帽、背景なし、枠なし、写真サイズ 100KB 以上、５
MB 以下の写真データをご準備ください。拡張子は「.jpg」のみです。顔写真は、本人照合に必要なため、加工
等は行わないでください。

②最終学歴の卒業・修了証明書（見込証明書含む）　※全員必須
最終学歴の卒業大学、修了大学院が発行した卒業・修了証明書をご準備ください。本証明書は、大学が PDF 発
行したもの、または紙で発行した原本が有効です。
なお、入学資格審査を受けて合格された方が出願される場合は、入学資格審査を受けた際の学歴の証明書を再度
ご準備ください。
※�婚姻等によって、証明書と異なる姓名になった方は、必ずそのことを証明する書類をご準備ください。

・日本の大学や大学院を卒業、修了された方
日本語で記載された証明書をご準備ください。

・日本以外の国の大学や大学院を卒業、修了された方
英語文で記載された証明書をご準備ください（ただし、グローバルアジア研究科は、中国語文で発行されたも
のも可）。出身大学・大学院が英語文で証明書を発行できない場合は、大使館等駐日外国公館で、日本語文ま
たは英語文に翻訳証明されたものをご準備ください。中国の大学や大学院を卒業・修了された場合は、中国国
内の「公証処」で作成された英文の公証書をご準備ください。

③最終学歴の成績証明書　※全員必須
最終学歴の卒業大学、修了大学院が発行した成績証明書をご準備ください。本証明書は、大学が PDF 発行した
もの、または紙で発行した原本が有効です。
なお、入学資格審査を受けて合格された方が出願される場合は、入学資格審査を受けた際の学歴の証明書を再度
ご準備ください。
※�婚姻等によって、証明書と異なる姓名になった方は、必ずそのことを証明する書類をご準備ください。

・日本の大学や大学院を卒業、修了された方
日本語で記載された証明書をご準備ください。

・日本以外の国の大学や大学院を卒業、修了された方
英語文で記載された証明書をご準備ください（ただし、グローバルアジア研究科は、中国語文で発行されたも
のも可）。出身大学・大学院が英語文で証明書を発行できない場合は、大使館等駐日外国公館で、日本語文ま
たは英語文に翻訳証明されたものをご準備ください。中国の大学や大学院を卒業・修了された場合は、中国国
内の「公証処」で作成された英文の公証書をご準備ください。

④学位取得証明書　※対象者
最終学歴が日本以外の国で大学・大学院を卒業・修了されている方は、学位取得証明書をご準備ください。また、
大学改革支援・学位授与機構から学士を授与された方で、修士課程を受験される方も証明書をご準備ください。

・日本以外の国の大学や大学院を卒業、修了された方
英語文で記載された証明書をご準備ください（ただし、グローバルアジア研究科は、中国語文で発行されたも
のも可）。出身大学・大学院が英語文で証明書を発行できない場合は、大使館等駐日外国公館で、日本語文ま
たは英語文に翻訳証明されたものをご準備ください。中国の大学や大学院を卒業・修了された場合は、中国国
内の「公証処」で作成された英文の公証書をご準備ください。
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提出必須の研究科：経済学研究科、工学研究科（留学生選考）
その他の研究科は、提出任意です。提出できる方は、ご準備のうえ提出してください。

・大学改革支援・学位授与機構から学士を授与された方
日本語で記載された証明書をご準備ください。研究科に関わらず、提出必須です。

⑤研究計画書　※全員必須
研究計画書は、すべての研究科で必須書類です。ただし、研究計画書の作成方法、提出方法は、研究科によって
異なります。次の内容をよく確認して、ご準備ください。

■研究計画書に記載すべき内容
※�政治学、経済学、経営学（修士論文研究コース）、法学、総合知的財産法学、人文科学、スポーツ・システム、
救急システム、グローバルアジア研究科で共通
研究計画の主題（研究計画の概要に対する）
研究計画の概要（研究目的、研究方法、研究期間、将来の進路計画）

■研究計画書の作成方法と文字数
・政治学、経済学研究科

WEB 出願画面で直接入力方式での作成、提出です。文字入力のみで、図や表等は使用できません。文字数制
限はありません。

・�法学、総合知的財産法学、人文科学、スポーツ・システム、救急システム、グローバルアジア研究科
WEB 出願画面で直接入力方式での作成、提出です。文字入力のみで、図や表等は使用できません。文字数は、
上限 2400 字です。

・経営学研究科修士論文研究コース
WEB 出願画面で直接入力方式での作成、提出です。文字入力のみで、図や表等は使用できません。文字数制
限はありません。

ここまでの研究科は、WEB 出願画面に直接入力で作成、提出する方法です。WEB 出願画面のログイン有効時
間は３時間のため、事前に Word 等で作成のうえ、コピーして貼り付けるなど工夫してください。

■独自内容と書式の研究科
・経営学研究科特定課題研究コース

研究計画書ではなく、「学修計画書」を作成、提出してください。
［学修計画書に記載すべき内容］
これまで大学や企業等で行ってきたこと、経営学研究科で学修したいこと、その学修計画、修了後の計画など

［作成方法と文字数］
WEB 出願画面で直接入力方式での作成、提出です。文字入力のみで、図や表等は使用できません。文字数制
限はありません。

・工学研究科
WEB 出願画面で PDF データをアップロードして、提出する方法です。研究計画書の作成は、ホームページ
に掲載している Word 様式を使用してください。図や表等も使用できます。文字数制限等の詳細は、様式に記
載していますので、ホームページをご確認ください。
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⑥学歴・成績認証報告書　※対象者（中国の大学・大学院を卒業・修了した方）
最終学歴が中国の大学・大学院の方は、研究科に関わらず証明書類として必須となります。中国高等教育学生
信息網（https://www.chsi.com.cn/）から申請のうえ、必ず下記名称の証明書類を両方、英語文で発行してく
ださい。

・「学歴認証報告書」
Online Verification Report of Higher Education Qualification Certificate
CHSI（中国高等教育学生信息網）が発行し、英語文で記載されたものです。

・「成績認証報告書」
Verification Report of China Higher Education Student’s Academic Transcript
CHSI（中国高等教育学生信息網）が発行し、英語文で記載されたものです。

⑦パスポートの写し　※日本国籍以外の方
日本国籍以外の方は、パスポートの本人を証明するページ（署名、生年月日、写真等が記載）の PDF データを
ご準備ください。

⑧在留カードまたは特別永住者証明書　※日本国籍以外の方
日本国籍以外の方で、日本に滞在中で出願される方は、在留カードまたは特別永住者証明書について、表面と裏
面の PDF データをご準備ください。日本国外からの出願者は不要ですが、在留資格取得申請の関係で２・３月
に実施される入学試験は受験できません（「８．出願上の注意事項」（２）参照）ので、ご注意ください。

⑨日本語能力試験証明書　※日本語を母語としない方
各研究科で求める基準は、P.２〜 P.３に記載されているとおりです。内容を確認のうえ、日本語能力試験証明書
をご準備ください。

⑩在籍学校の証明書　※日本国籍以外で在留資格が「留学」の方
日本での滞在根拠として、日本語学校や専門学校に在籍している方は、次の証明書類をご準備ください。

・日本語学校または専門学校に在籍中の方
「在籍証明書」と「出席・成績証明書」をご準備ください。

・日本の大学に非正規生（研究生など）として在学中の方
「在籍証明書」をご準備ください。

・日本の大学に正規生として在学中の方
卒業見込証明書（最終学歴で卒業見込証明書として提出していただく内容と同一のもの）をご準備ください。

⑪修士論文等と要旨　※博士課程志願者必須
博士課程志願者は、原則として修士論文（特定課題含む）の提出が必須です。修士課程を修了されている方は、
修了時の修士論文をご準備ください。修士課程を修了見込で博士課程を受験される方は、審査終了済みの修士論
文をご準備ください。ただし、審査終了前に受験される方は、学会発表論文等の業績で、修士論文に替わるもの
をご準備ください。
要旨に関しては、A ４用紙 2000 字程度で修士論文（特定課題含む）または修士論文に代わる論文について、ご
準備ください。
※�修了見込の博士課程受験希望者は、経営学、人文科学はⅡ期試験を、政治学研究科はⅢ期試験を、経済学、法

学、スポーツ・システム、救急システム研究科はⅡ・Ⅲ期試験を、グローバルアジア研究科はⅢ期試験または



9

共　　　通

秋期試験を受験してください。

⑫その他研究科毎に設定している書類
・法学研究科（修士課程）

専修科目の税法研究を志願し、税理士試験に３科目以上合格している方は、「専門科目」「小論文」の免除が可
能です。免除を希望する方は、「税理士試験等結果通知書」を PDF データにして、ご準備ください。

・総合知的財産法学研究科
知的財産管理技能検定３級以上合格者は、試験科目のうち「小論文」の免除が可能です。免除を希望する方は、
合格証書または合否通知書を PDF にしてご準備ください。

・工学研究科（修士課程）
一般選考、学内選考志願者は、「TOEIC®Listening & Reading Test の公式認定証（コピーまたはデジタル版
の印刷でも可）」をご準備ください。試験実施日が出願時点で過去２年以内のものに限ります。
なお、本学出身志願者のうち本学で実施された TOEIC IP テスト（オンライン）受験者は、WEB 出願画面に
おいてスコア使用承諾のチェックをした場合、提出不要です。

・救急システム研究科　１年コース選考
すべての対象者は、国家医療関連資格の免許の写しと通年５年以上の実務経験を証明できる書類（書式自由）
をご準備ください。

・グローバルアジア研究科　国際日本語教育分野
グローバルアジア研究科国際日本語教育分野志願者は、日本語教員養成課程の修了書、または日本語教育学領
域の科目の履修証明書などをご準備ください。

４．国士舘大学マイページ登録（グローバルアジア研究科秋期入学試験は除く）
国士舘大学マイページは、合否確認および合格後の入学手続きで使用するページです。サイト自体は、学部の入学
試験用の出願ページですが、合格発表および入学手続きはこのサイトをとおして行っています。出願時に必要な情
報として、国士舘大学マイページの「マイページ ID」が必要になります。次の手順に従って、マイページ登録を行っ
てください（ただし、グローバルアジア研究科秋期入学試験については、登録不要です）。

マイページ登録は、「メールアドレスの登録」「パスワードの設定」で完了します。
※マイページ登録は、2026 年８月 17 日（月）午前 10 時から登録可能です。
※ドメイン【@kokushikan.ac.jp】の受信可能なメールアドレスで登録してください。
※マイページ ID の取得は、必ず１つでお願いいたします。
登録サイト：https://exam-entry.52school.com/kokushikan/my/session/create?locale=ja
登録サイトにアクセスして、次の手順に従って登録をお願いいたします。
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②メールアドレスを登録

「マイページを初めてご登録の方」から
「利用規約」に進みます。

「利用規約」を確認し、「同意する」を
クリックしてください。

合否照会・入学手続で今後使用するメール
アドレスを入力し、「登録」をクリックして
ください。

入力したメールアドレスに「利用登録確認メール」が送信されますので、各自のメールアプリ・
ブラウザ等で開いてください。

①
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ここまでがマイページ登録です。出願時点では、マイページ登録完了後、マイページ ID とメールアドレスが必
要です。その他の作業は、マイページで行いません。

③パスワードを設定

「利用者登録確認メール」本
文内のURLから「パスワード
設定」に進んでください。

ここで設定したパスワードは、メモ等に必ず控えておいてください。

今後マイページへのログイン
時に使用するパスワードを入
力し、「パスワードを設定」
をクリックしてください。

マイページの登録が完了します。
※マイページメニューに表示されるSTEP1～ 4 へ進む必要はありません。

④マイページID/登録メールアドレスの記入
出願システム（TAO）の所定欄に、画面上部の「マイページID」「登録メールアドレス」を記入してください。

メニューボタンをクリックすると
「マイページID」「メールアドレス」
が表示されます。

（PC画面）

（スマートフォン画面）

②

③
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５．WEB出願方法について
国士舘大学大学院入学試験への出願は、出願サイト TAO（The Admissions Office）で行っていただきます。次の
手順に従って、TAO で出願を行ってください。

① TAOアカウントの作成（会員登録）
URL：https://admissions-office.net/
初めて TAO を使用される方は、最初に TAO アカウントを作成してください。（すでに他大学受験のためアカ
ウントをお持ちの方は、そのまま本学出願でも使用できるため再度の会員登録は不要です。）上記 URL にアク
セス後「会員登録」を行い、アカウントを作成してください。

トップページの会員登録を
クリックするとアカウント
作成画面に遷移します。必
要情報を正確に入力いただ
き「利用規約」「個人情報
の取り扱いについて」を確
認後、アカウントを作成し
てください。その後、登録
メールアドレス宛に確認
メールが届きます。受信し
たメール文中の「登録を完
了する」をクリックしてく
ださい。

②TAOへログイン
URL：https://admissions-office.net/ja/applicant/sign_in
アカウント作成後、ログイン画面から必要情報を入力して TAO へログインしてください。
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③国士舘大学大学院入学試験への出願

ログイン後、「学校検索」または「募集検索」を使用して、国士舘大学を検索してください。
学校検索から進むと

「研究科ページ」→「専攻ページ（修士・博士）」→「募集ページ」と選択画面が進みます。

国士舘大学では、この募集ページに「Ⅰ期　一般選考」「Ⅰ期　留学生選考」などの選考ごとに募集を行います。
どの研究科・専攻・選考方法で受験するかは、事前に募集要項で確認してください。
募集ページまで進むと、出願を開始することができます。研究科・専攻（修士または博士）・選考方法に間違い
がないか確認のうえ、「出願を開始する」をクリックして進んでください。
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④出願書類提出（入力）方法
出願書類は、研究科・専攻・選考ごとに異なります。表示された出願書類、項目に従って、必要情報を入力して
ください。出願書類は、どの書類から入力していただいても構いません。出願書類の提出（入力）方法は次のと
おりです。

進捗状況が確認できます。

どの出願書類から入力してもOK
必須項目はすべて入力してください。
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■出願誓約書（全研究科・専攻・選考区分で必須書類）
出願にあたって、内容を確認いただき、誓約していただきます。

■出願資格（全研究科・専攻・選考区分で必須書類）
募集要項に記載された出願資格について、ご自身で出願資格を満たしているか確認していただきます。

■志願者情報（全研究科・専攻・選考区分で必須書類）
氏名、生年月日等の情報を入力していただきます。出願先の研究科・専攻・選考区分に間違いがないか、再度
確認していただく内容も含んでいます。

■学歴（全研究科・専攻・選考区分で必須書類）
最終学歴等を入力していただきます。事前に提出書類として準備していただいた、卒業・修了証明書（見込含
む）、成績証明書、学位取得証明書を提出していただく内容も含んでいます。

■職歴（全研究科・専攻・選考区分で必須書類）
職歴を入力していただきます。

■資格、免許等（全研究科・専攻・選考区分で任意提出書類）
資格、免許等を入力していただきます。提出は任意です。

■研究計画書（全研究科・専攻・選考区分で必須書類）
提出書類で記載したとおり、TAO 画面上で直接入力または、各研究科の指示に従って事前に作成した研究計
画書データを PDF 提出していただきます。

■専修科目の選択と試験科目の選択（書類が表示されている場合は必須書類）
専修科目の選択と試験科目の選択をしていただきます。研究科・専攻・選考区分によって、この書類を求めら
れます。表示されている場合は、必須です。

■在留状況調査票
主に、日本国籍以外の方を対象とした書類で、在留状況等を入力していただきます。事前に準備していただい
たパスポートの写し、日本語能力試験証明書、日本語学校等在籍証明書等もここで提出していただきます。

■顔写真
本人確認用に「.jpg データ」で提出していただきます。

その他、研究科ごと別途書類を求められます。

入力方法は、項目ごとに選択式またはご自身で入力する方式、データアップロードのいずれかです。項目ごとの
指示に従って入力をお願いいたします。
各書類「保存して次へ」をクリックすると保存が完了します。すべての書類を一度に入力する必要はなく、一度
ログアウトしても、途中から入力することが可能です。再度、入力を開始する場合には、ログインした状態で画
面上部の「出願一覧」をクリックすると、入力途中の内容に戻り、出願を再開できます。
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⑤入学検定料の納入

クレジットカード決済または、銀行振り込みが選択可能です。海外送金にも対応しているため、日本円以外によ
る決済も選択可能です。
納入方法等の詳細は、決済画面の案内に従って、ご確認ください。

出願書類の下に「受験料支払い」があります。
こちらも必須項目のため、案内に従い受験料
の支払い決済をお願いいたします。

※注意事項
　�　検定料の納入後、大学院側で納入されたことを確認するまでに、時間を要する場合があります。そのため、

締め切り直前で納入された場合、出願完了できないことがありますので、ご注意ください。
　�　なお、期限内に納入完了していた場合、出願を受け付けることがあります。納入証明として、期間内に送金

したことが分かる書類または決済画面が必要となりますので、必ず保管しておいてください。
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⑥出願完了
必要書類すべての入力、提出が完了し、受験料の支払いが完了すると、出願完了画面に進めます。

出願完了のページに進めるよう、内容確認が
表示されます。
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ここまで進むと出願は完了です。出願が完了すると、出願完了のお知らせが登録しているメールアドレス宛に届
きます。

「出願を完了する」をクリックして最後の「はい」をクリックするまで、書類は何度でも修正できます。

⑦受験票の出力
すべての出願処理が完了後、入学試験の１週間前を目途に受験票を発行いたします。受験票の出力は、TAO に
ログイン後、出願一覧から完了済の該当募集をクリックしてください。
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受験票表示と受験番号が次のとおり画面に表示されます。

「受験票表示」をクリックすると受験票が表示されます。
「印刷する」をクリックしていただき、印刷された受験票を試験当日持参してください。

出願の手引きは、以上です。

問い合わせ先：国士舘大学大学院　教務部大学院課　groffi1@kokushikan.ac.jp
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６．受験上の配慮について
　本学の受験においては、病気・負傷や障がい等のために、受験に際して配慮を希望する受験者に対し、個々の
症状や状態等に応じた受験上の配慮を行います。配慮申請にあたっては、ホームページに掲載の申請書（様式
12）および診断書、障がい者手帳等の提出が必要です。日常生活で、補聴器、松葉杖、車いす等を使用している
方で、試験当日も同様に使用する場合なども、配慮申請が必要です。
　その後、申請に基づき、本学で審査の上、配慮内容を決定し通知します。決定に当たっては、個々の症状や状
態等を総合的に判断します。内容によっては、申請内容に関し、問い合わせを行う場合もあります。
　申請書の提出は、審査に時間を要することがあるため、各研究科各出願期間よりも前にご提出ください。通常
の場合、出願期間後の提出には、対応いたしかねます。
　審査後、配慮内容の通知書を電子メールまたは郵送でお送りいたします。決定した配慮事項については、再審
査は行いません。
　なお、出願後の不慮の事故等（交通事故、負傷、発病、症状の悪化等）のため、受験上の配慮を希望する者は、
別途大学院課までご連絡ください。
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７．事前相談
　事前相談とは、入学後の教育内容の確認、志望する研究内容や分野と志望する研究指導教員との間にミスマッ
チがないこと等を、出願前に確認するためのものです。事前相談の有無が出願や合否に影響を与えるものではあ
りません。事前相談実施の方法や対応は、各研究科で異なるため、大学院ホームページに掲載している内容をよ
く確認してください。
　なお、入試問題や面接、口頭試問の内容など、入学試験に関する問い合わせには、一切対応いたしません。公
開している過去問題等を参考にしてください。
　入学試験に関する一般的な質問の場合は、各キャンパス教務部大学院課までお問い合わせください。

８．出願上の注意事項
　　　（１）日本語能力試験の資格を証明する書類が求められている場合、国際交流基金日本語試験センター等に、成

績証明書類の内容について照会する場合があります（「19.　入学資格審査」（１）⑥も同様）。
　　　（２）日本の在留資格を有していない、または在留資格が「短期滞在」およびそれに準ずる場合、各研究科２月

および３月に実施される試験は、出願時において以下の条件を満たす方を対象とします。
　　　　　・在留資格が「短期滞在」以外であること
　　　　　・�在留期限が 2027 年４月１日以降であること
　　　（３）一旦提出した書類は、理由のいかんを問わず返還できません。
　　　（４）故意に虚偽の内容を登録、提出した場合は、不正行為となります。
　　　　　� 不正行為と認定された場合、受験は認められません。なお、試験当日以降に不正行為が判明した場合は、

受験した全ての教科・科目の成績を無効とします。

９．入学検定料
35,000 円　（修士課程、博士課程共通）

入学検定料の返還について
　一度納入された入学検定料は原則として返還はいたしません。ただし、次の返還事由（１）～（４）のいずれ
かに該当し、返還請求が受理された場合には、入学検定料を返還します。なお、出願時の振込手数料は返還の対
象となりません。
（１）定められた期間内に出願書類を提出しなかった場合
（２）出願書類が受理されなかった場合
（３）学校保健安全法に基づく感染症罹患を理由に試験当日受験できない場合
（４）その他本学が認める特別な理由がある場合

　返還事由に該当する場合は、試験当日 12 時までに教務部大学院課までメール（groffi1@kokushikan.ac.jp）で
連絡をしてください。
　また、期日経過後の請求には一切応じません。
　返還事由「（３）学校保健安全法に基づく感染症罹患を理由に試験当日受験できない場合」による返還請求に
ついては、医療機関等で発行された診断書の提出が必要です。別途提示する請求期限内に以下の通りご対応くだ
さい。

【医療機関等で発行された診断書の提出について】
　診断書の原本を郵送にて大学院課宛に送付してください。
　・郵送先住所
　　〒 154-8515
　　東京都世田谷区世田谷４－ 28 －１
　　国士舘大学　教務部大学院課　宛
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10．受験上の注意事項
（１）�受験票

①受験票は、すべての出願処理が完了後、入学試験の１週間前を目途に発行します。受験票の出力は、TAO
にログイン後、出願一覧から完了済の該当募集をクリックしてください。
②受験票は印刷して、試験当日必ず持参してください。
③試験５日前になっても受験票が発行されない場合や記載内容に相違がある場合は、直ちに出願した研究科
のあるキャンパス教務部大学院課までご連絡ください。
④受験票を紛失または忘れた場合、試験当日、各キャンパスの大学院課にて受験票の発行手続をしてください。
その際、事前に各キャンパスの大学院課に連絡の上、時間に余裕を持ってお越しください。

（２）試験会場
①筆記試験および面接等の会場は当日の案内となります。
②筆記試験は開始 15 分前までに各試験室に入室してください（面接、口述試験、口頭試問の場合は係の者が
誘導しますので、控え室で待機してください）。
③試験時間中は、携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末、タブレット端末、電子辞書、ICレコーダー、
イヤホン、音楽プレーヤー等の電子機器類の使用はできません。補聴器等を使用したい場合は、P.20．�
「６．受験上の配慮について」を確認してください。
④外国語の試験における辞書等の使用については、研究科により異なりますので各研究科の留意事項をご確
認ください（ただし、全研究科において電子辞書および電子翻訳機類の使用は不可）。

（３）遅刻
①試験開始 20 分経過後の入室は認められません。
②第１時限目の試験開始 20 分経過後の遅刻者および欠席者は、第 2時限目以降の受験は認められません。
③試験当日、公共交通機関のダイヤが乱れる等、不測の事態が発生した場合は、受験する研究科のあるキャ
ンパス教務部大学院課までご連絡ください。

（４）試験当日の欠席について
　次の①～②のいずれかに該当し、返還請求が受理された場合は、入学検定料を返還します。なお、出願時の振
込手数料は返還の対象となりません（詳細は P.21「９．入学検定料の返還について」参照）。
①学校保健安全法に基づく感染症罹患を理由に試験当日受験できない場合
②その他本学が認める特別な理由がある場合

（５）不正行為の防止について
　以下で示す行為は、不正行為となる場合があります。不正行為を行った場合は、直ちに受験の中止と退室を指
示され、それ以降の受験はできなくなります。また、受験した全ての教科・科目の成績を無効とします。なお、
必要に応じて追加的な確認を行うほか、警察に被害届を提出する場合があります（出願登録、提出書類における
不正行為については、P.21「８．出願上の注意事項」参照）。
①試験時間中に、受験票、許可された辞書の他、筆記用具以外を机上に置いていた場合。
②試験時間中に、次のものを使用した場合。

◆和歌・格言等が表記されている筆記用具
◆�時計（辞書、電卓、端末、通信等の機能があるものや、それらの機能の有無が判別しづらいもの、
秒針音のするもの、キッチンタイマー、大型のもの）
◆�定規（定規の機能を備えたその他筆記用具を含む。）、コンパス、電卓、そろばん、グラフ用紙等
の補助具
◆�携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末、電子辞書、ICレコーダー等の電子機器、通信機
器類

③カンニング（試験の教科・科目に関するメモやコピー等を見ること、教科書、参考書等を見ること、他の
受験者の答案等を見ること、他人から答えを教わること等）をした場合。
④他の受験者に答えを教える等、カンニングの手助けをした場合。
⑤試験時間中に、問題冊子及び解答用紙（答案用紙）を試験室の外に持ち出した場合。
⑥試験開始前に問題冊子を開いた場合。
⑦試験終了後に筆記用具を持っている場合。
※その他、試験監督者の指示に従わなかった場合、不正行為となることがあります。
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11．合格発表（12：00 〜）
　　　（１）合格発表は、発表日の 12：00よりインターネットにて行います。合否の確認にはマイページの「登録メー

ルアドレス」と「パスワード」が必要です。

■マイページログイン画面 URL

https://exam-entry.52school.com/kokushikan/my/session/create?locale=ja 　

※発表日は P.１「２．入学試験日程」、マイページの詳細は P.４「４．マイページ登録について」を参照して
ください。
※「第 2志望合格」「第 3志望合格」「志望外合格」の場合はその旨が表示されます。
※インターネットへの接続サポートは一切行っておりませんので、ご了承ください。

　　　（２）学内掲示および合格通知書の郵送は行いません。また、電話等による合否の照会には一切応じられません。
　　　（３）合格発表後の合格者からの出願事項の変更申請は認められません。
　　　　※グローバルアジア研究科秋期入学試験の合格発表は、別途志願者に案内いたします。

12．入学手続き
　　　（１）合格者は、マイページに掲載する合格者用の情報ページを参照の上、所定の期間内にマイページ上の入学

手続き及び納入金の振込を行ってください。
　　　（２）本学が定めた所定手続期日（１次手続を含む）を過ぎてからの納入金振込および入学手続は、一切認めら

れません。　なお、この場合入学が許可されませんので、十分にご注意ください。
　　　（３）本学の入学手続き完了後に、入学の辞退を希望し、指定の期日までに所定の手続きをした場合には、入学

金を除くその他の納入金が返金されます。詳細は合格者用「入学手続の手引」を参照してください。
　　　　※グローバルアジア研究科秋期入学試験合格者の入学手続きは、別途合格者に案内いたします。

13．入学許可の取消
　受験時の志願者情報や出願書類および入学手続き書類等に虚偽の記載・申請が認められた場合、または大学院
入学後に学籍が重複する者については、入学許可を取り消します。
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14．初年度学費等（令和９年度入学生に適用する学費等を示しますが、若干の変更がある場合があります。）

　（単位：円）

課
程 研究科（分野） 試験区分等 入学金

学　　　　費
合計

授業料 施設
設備費 教材費 演習・実

験実習費

修　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

士

政　　　治　　　学
経　　　済　　　学
経　　　営　　　学
法　　　　　　学

一　般
その他 200,000 640,000 138,000 0 20,000 998,000

社会人 200,000 540,000 138,000 0 20,000 898,000

総合知的財産法学
一　般
その他 200,000 715,000 138,000 0 25,000 1,078,000

社会人 200,000 615,000 138,000 0 25,000 978,000

工　　　　　　学
一　般
その他 200,000 864,000 175,000 0 97,000 1,336,000

社会人 200,000 764,000 175,000 0 97,000 1,236,000

人 文 科 学
一　般
その他 200,000 692,000 168,000 0 0 1,060,000

社会人 200,000 592,000 168,000 0 0 960,000

スポーツ・システム
一　般
その他 200,000 760,000 294,000 0 30,000 1,284,000

社会人 200,000 660,000 294,000 0 30,000 1,184,000

救 急 シ ス テ ム

一　般
その他 200,000 760,000 295,000 0 30,000 1,285,000

社会人 200,000 660,000 295,000 0 30,000 1,185,000
１年コース 200,000 700,000 301,000 0 200,000 1,401,000

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ジ
ア

（ビ　ジ　ネ　ス）コミュニケーション分野

一　般
その他 200,000 692,000 226,000 0 20,000 1,138,000

社会人 200,000 592,000 226,000 0 20,000 1,038,000

（国際日本語教育分野）
一　般
その他 200,000 692,000 206,000 0 20,000 1,118,000

社会人 200,000 592,000 206,000 0 20,000 1,018,000

（文化遺産学分野）
一　般
その他 200,000 692,000 291,000 0 20,000 1,203,000

社会人 200,000 592,000 291,000 0 20,000 1,103,000

博　
　
　
　
　
　
　

士

政　　　治　　　学
経　　　済　　　学
経　　　営　　　学
法　　　　　　学

全共通 200,000 640,000 151,000 0 20,000 1,011,000

工　　　　　　学 全共通 200,000 864,000 208,000 0 97,000 1,369,000
人 文 科 学 全共通 200,000 692,000 191,000 0 0 1,083,000
スポーツ・システム 全共通 200,000 760,000 294,000 0 30,000 1,284,000
救 急 シ ス テ ム 全共通 200,000 760,000 295,000 0 30,000 1,285,000
グローバルアジア 全共通 200,000 692,000 188,000 0 20,000 1,100,000

　【注　意】①救急システム研究科における海外実習に伴う渡航費、滞在費等については、別途納入が必要です。
　　　　　 ②救急システム研究科における気管挿管実習等を含む病院実習費については、別途納入が必要です。
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〔諸費〕（修士課程・博士課程共通）
（単位：円）

研究科 学会費 研究費 合　計
政　　　治　　　学
経　　　済　　　学
経　　　営　　　学

3,000 12,000 15,000

法　　　　　　学
総合知的財産法学

4,000 12,000 16,000

工　　　　　　学 0 0 0
人 文 科 学 0 12,000 12,000
スポーツ・システム 5,000 12,000 17,000
救 急 シ ス テ ム 5,000 12,000 17,000
グローバルアジア 3,000 12,000 15,000

＜学費減免制度＞
（１）�本学学部卒業後、修士課程に入学した者は入学金を免除し、施設設備費を半額免除します。
（２）�本学大学院修士課程修了後、博士課程に入学した者は入学金を免除し、施設設備費を半額

免除します。
（３）�本学大学院修士課程修了後、他の研究科修士課程に入学した者は入学金を免除し、施設設

備費を半額免除します。
（４）�修士課程の試験区分「社会人選考」による入学者に対しては、授業料から 10 万円を減免

しています。

＜学費等の納入方法について＞

９月実施のⅠ期入学試験合格者の納入方法

　　９月実施のⅠ期入学試験合格者の納入方法は次の２種類があります。
　　いずれかの方法で納入をしてください。
　 （１）一括納入手続
　　　�　「入学金」と、「前期学費等」または「年間学費等」の納入を P. １の１次手続締切日までに全て完了させてく

ださい。
　 （２）２段階納入手続
　　　①　「入学金」の納入を P. １の１次手続締切日までに完了させてください。
　　　②　「前期学費等」または「年間学費等」の納入を P. １の２次手続締切日までに完了させてください。

11 月実施のⅠ期、及びⅡ期・Ⅲ期・秋期入学試験合格者の納入方法

　　11 月実施のⅠ期、及びⅡ期・Ⅲ期・秋期入学試験の入学手続は、一括納入手続のみです。
　 （１）一括納入手続
　　　�　「入学金及び前期学費等」または「入学金及び年間学費等」の納入をＰ . １の入学手続締切日までに全て完了

させてください。

　　その他の入学手続に関する詳細は、マイページにて合格者に公開する「入学手続の手引」を参照してください。
　　※グローバルアジア研究科秋期入学試験合格者の納入方法は、別途合格者に案内いたします。
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15．外国人留学生および外国人学生
本要項における外国人留学生および外国人学生とは以下の者とします。

（１）外国人留学生
日本へ教育を受ける目的で入国し、大学等に入学した外国籍の者のうち「出入国管理及び難民認定法」に定める
在留資格「留学」を有する者

（２）外国人学生
「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格「留学」以外の資格で在留する外国籍の者

【注　意】在留状況調査について
外国人留学生および外国人学生志願者に対し、出願後本学において在留状況調査票に基づき調査を行います。調
査の結果、不明な点がある場合や提出書類に不備がある場合、出願書類の受理を留保します。また、入学試験前
に面接を行う場合があります。

16．奨学制度
（１）学業優秀奨学生（外国人留学生を除く）
　�　本学大学院に１年以上継続して在学する者で、学業成績が特に優秀な者から選考されます。授業料の５割が
減免されます。

（２）研究スタートアップ支援奨学生（外国人留学生を除く）
　�　本学修士課程に入学した１年生の中から、選抜試験の成績等が特に優秀な者から選考されます。給付金額は
年額 240,000 円です。

（３）研究推進支援奨学生
　�　本学博士課程に在学する者で、１年生は選抜試験の成績等、１年以上継続して在学する者（高学年生を除く）
は、学業成績等が特に優秀な者から選考されます。給付金額は年額 300,000 円です。

（４）国士舘大学外国人留学生奨学生
　�　入学後、在留資格「留学」を持ち（変更・期間更新中も含む）、学業および人格が優れ、経済的理由により
修学が困難な者から選考されます。給付金額は月額 20,000 円です（2023 年度から給付人数枠拡充）。
　※上記（１）〜（４）の奨学生制度の支援期間は、奨学生に採用された当該年度限りです。
（５）日本学生支援機構（https://www.jasso.go.jp/）
　日本学生支援機構奨学金※について、本学の取り扱い情報等の詳細は、以下ホームページ（QRコード）か
らご確認ください。
　また、令和７年度から、同機構の「大学院修士段階における授業料後払い制度」の対象校となりました。同
制度は、大学ごとに対応が異なるため、こちらも必ず以下ホームページをご確認ください。
　※第一種奨学金、第二種奨学金など

URL：https://www.kokushikan.ac.jp/campus_life/scholarship/scholarship/

QR コード：　　

　奨学金に関する詳細情報は、上記URL にアクセスのうえ、学生・厚生課（03-5451-8113）までお問い合わ
せください。
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17．経済的支援業務
（１）ティーチング・アシスタント（TA）
　本学学生に対する学習指導補助に当たることにより、本学の教育の充実を図るとともに、大学院学生の教育
トレーニングの機会提供並びに経済的援助を行うことを目的とするものです。

（２）リサーチ・アシスタント（RA）
　本学「学術研究助成に関する内規」に基づく雇用で、経済的支援を行うとともに、専任教員の指導の下で研
究遂行能力を育成することを目的とするものです。博士課程に在籍する学生のうち、修業年限内の方のみが対
象です。

（３）ラーニングサポーター
　本学図書館で、学部学生に対してレポート・論文の作成方法とそれに伴う高度な資料や正しい情報の収集方
法など、学修の質を高めるサポートを行います。春期・秋期授業期間に各キャンパス図書館内での勤務となり
ます。

18．教育訓練給付制度
本学大学院修士課程の以下の研究科専攻は、厚生労働大臣より教育訓練給付制度（一般教育訓練）の講座指定を
受けております。本制度は一定の条件を満たす者が、以下の研究科専攻を修了した場合、公共職業安定所（ハロー
ワーク）から所定の金額の給付を受けられるものです。

< 指定を受けた研究科専攻＞
◇�政治学研究科政治学専攻（修士論文研究コース、特定課題研究コース））
◇経済学研究科経済学専攻（研究コース／租税法・会計コース、特定課題研究コース）
◇経営学研究科経営学専攻（修士論文研究コース、特定課題研究コース）
◇法学研究科法学専攻（研究者養成コース／高度職業人コース）（特定課題研究コース）
◇工学研究科機械工学専攻、電気工学専攻、建設工学専攻
◇総合知的財産法学研究科総合知的財産法学専攻
◇人文科学研究科教育学専攻
◇グローバルアジア研究科グローバルアジア専攻（ビジネスコミュニケーション分野）
◇�スポーツ・システム研究科スポーツ・システム専攻
◇救急システム研究科救急救命システム専攻（１年コース含む）
※本制度の詳細については、各キャンパス教務部大学院課までお問い合わせください。

19．入学資格審査　※提出期間内に郵送（消印有効）での出願となります。

　本大学院において入学資格の弾力化を図るため、申請者に対し、事前に所定の入学資格審査を行います。
　この審査により入学資格を認められた者は、入学試験の出願をすることができます。

＜該当者＞
①「３．出願資格および試験区分」P.２◆修士課程 出願資格（９）での受験希望者
②「３．出願資格および試験区分」P.４◆博士課程 出願資格（８）での受験希望者

< 所定様式 >
　資格審査に必要な書類のうち、大学院指定の様式は、ホームページに掲載しています。ホームページからダウ
ンロードのうえ、印刷してお使いください。
https://www.kokushikan.ac.jp/gs/admission/examination
国士舘大学大学院ホームページ　→　入学案内　→　入学資格審査について
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＜出願方法＞
（１）提出書類
①最終学校の卒業（見込）証明書または修了（見込）証明書
②最終学校の成績証明書
③志望理由書（500 字程度）…様式８
④研究計画書（2,000 字程度）…様式９
⑤履歴書…様式 10（救急システム研究科博士課程志願者を除く）
⑥日本の日本語学校の在籍証明書および出席・成績証明書（該当者のみ）
⑦日本の他大学の研究生等の在籍証明書（該当者のみ）
⑧日本の専修学校の修了（見込）証明書（該当者のみ）
⑨日本の専修学校の成績証明書（該当者のみ）
⑩国家医療関連資格免許写し（救急システム研究科１年コース選考志願者のみ）
⑪実務経験を証明できるもの（経営学研究科志願者のうち該当者、および救急システム研究科１年コース選
考志願者のみ）
⑫博士課程志願者は、著書、論文等（写しでも可）
⑬学歴書等（学歴・教育歴・研究歴・学会発表・論文　その他　業績書）…様式 7-1・7-2・7-3（救急システ
ム研究科博士課程志願者のみ）
⑭入学資格審査結果通知住所ラベル…様式 11
※提出書類はすべてＡ４判で作成してください。（１）提出書類①・②・⑥・⑦・⑧・⑨は P.５〜８「５．出
願手続きについて」に準じて提出してください。⑪は様式の指定はありません。

※�中国の学校を卒業（見込）の者は全員、中国高等教育学生信息網（URL：https://www.chsi.com.cn/）発
行の「学歴認証報告書」（OnlineVerification Report of Higher Education Qualification Certificate）・「成
績認証報告書」（Verification Report of China Higher Education Student's Academic Transcript）の英語
文を提出してください。
※日本語能力試験 N ２以上の資格を有する志願者は、認定書または合格通知書の写しを提出してください。

（２）提出期間〔期間内に郵送（消印有効）〕
※送付先は巻末の住所を参照

政治学 総合知的財産法学 経済学、法学 経営学

世田谷キャンパス
教務部大学院課

世田谷キャンパス
教務部大学院課

世田谷キャンパス
教務部大学院課

世田谷キャンパス
教務部大学院課

Ⅰ期 令和８年７月21日（火）
　　　～７月28日（火）

令和８年７月21日（火）
　　　〜７月28日（火）

令和８年７月21日（火）
　　　〜７月28日（火）

令和８年７月21日（火）
　　　〜７月28日（火）

Ⅱ期 令和８年９月29日（火）
　　　～10月６日（火）

令和８年９月29日（火）
　　　〜10月６日（火）

令和８年12月１日（火）
　　　〜12月８日（火）

令和８年12月１日（火）
　　　〜12月８日（火）

Ⅲ期 令和８年12月１日（火）
　　　～12月８日（火）

令和９年１月５日（火）
　　　〜１月12日（火）

令和９年１月５日（火）
　　　〜１月12日（火）

工学 人文科学 スポーツ・システム、
救急システム グローバルアジア

世田谷キャンパス
教務部大学院課

世田谷キャンパス
教務部大学院課

多摩キャンパス
教務部大学院課

町田キャンパス
教務部大学院課

Ⅰ期 令和８年７月21日（火）
　　　〜７月28日（火）

令和８年９月29日（火）
　　　〜10月６日（火）

令和８年９月29日（火）
　　　〜10月６日（火）

令和８年９月29日（火）
　　　〜10月６日（火）

Ⅱ期 令和９年１月５日（火）
　　　〜１月12日（火）

令和９年１月５日（火）
　　　〜１月12日（火）

令和８年12月１日（火）
　　　〜12月８日（火）

令和８年12月１日（火）
　　　〜12月８日（火）

Ⅲ期 令和９年１月５日（火）
　　　〜１月12日（火）

令和９年１月５日（火）
　　　〜１月12日（火）

秋　期 令和９年３月30日（火）
　　　〜４月６日（火）

　※�救急システム研究科救急救命システム専攻（１年コース）の志願者は、出願前に多摩キャンパス教務部大学院課へ必ずお
問い合わせください。

　※グローバルアジア研究科修士課程の国際日本語教育分野は、秋期入学試験を実施しません。
　※�入学資格審査で一度認定された者は、当該研究科を同一年度に再度受験する場合、入学資格審査の再出願は不要ですので、
直接出願してください（ただし経営学研究科は過去２年度以内に認定された者、また、グローバルアジア研究科は、一度
認定された者は年度に関わらず、直接出願してください）。

（３）審査方法　書類審査（審査結果は書面にて通知します）

研究科

提
出

先試験
　期別

研究科

提
出

先試験
　期別
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共　　　通

＜大学院入試Ｑ＆Ａ＞

Ｑ 入試説明会は実施していますか？

Ａ：全研究科共通の説明会、また、一部の研究科では独自の説明会も実施しています。
　　決まり次第、本学大学院ホームページでお知らせします。
　　https://www.kokushikan.ac.jp/gs/

Ｑ 過去の試験問題は公開していますか？

Ａ：本学大学院ホームページで公開しています。
　　※上記以外の問題の公開はできかねますので、ご了承ください。

Ｑ 社会人入試は実施していますか？

Ａ：全研究科の修士課程、および工学研究科の博士課程で「社会人選考」を実施しています。修士課程の「社会人選考」
による入学者に対しては、毎年度の授業料から 10 万円を減免しています。

Ｑ 学費の分納はできますか？

Ａ：分納は可能です。入学金を除き、年間学費を「前期分」「後期分」として分納が可能です。

Ｑ １年間で複数回受験することは可能ですか？

Ａ：可能です。

Ｑ 他研究科との併願は可能ですか？

Ａ：可能です。検定料の割引等はありませんが、同一日でなければ複数の研究科を受験できます。但し、それぞれの研
究科に出願及び受験料の振り込みが必要です。

Ｑ 試験会場はどこですか？

Ａ：試験は志望研究科のあるキャンパスで実施されます。教室については、当日の案内となります。詳細は巻末の「本
学試験会場案内図」を参照してください。

Ｑ 試験開始時間は何時ですか？

Ａ：学生募集要項の各研究科のページに記載している試験区分・時間・科目欄から試験時間を確認して下さい。尚、筆
記試験を受験する方は、試験開始 15 分前までに各試験教室に入室してください（面接、口述試験、口頭試問の場合は
係の者が誘導しますので、控室で待機してください）。試験開始 20 分経過後の入室は認められません。

Ｑ 受験した日本語能力試験の「結果待ち」ですが、出願期間の締切までに結果が出ません。希望の研究科
には日本語能力の出願条件がありますが、出願できますか？

Ａ：志望研究科または試験区分に日本語能力の指定要件があり、受験した日本語能力試験の「結果待ち」の場合は、次
の通り手続きしてください。

①�出願時に結果待ちの日本語能力試験の「受験票」をアップロードする。

②�オンラインでの結果発表後、すぐに合否を各キャンパス大学院課まで電話連絡し、合格の場合はその画面を印刷し
たものをメールに PDF添付又はTAOのメッセージに PDF添付する。※合否に関わらず必ず電話連絡してくださ
い。

③後日郵送される「合否結果通知書」のコピーを必ずメールに PDF添付又はTAOのメッセージに PDF添付する。

尚、試験日までに資料による合格確認が取れない場合は、出願資格に満たないため、受験は出来ません。日本語能力試
験の発表スケジュールへの考慮は出来ませんので、予めご了承ください。
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入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー：AP）入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー：AP）

政 治 学 研 究 科
○修士課程
　�　政治学専攻修士課程では、研究者・高度専門職業人としての学問的基礎を修得し、自立して問題解決に当たることができる能力を備えた人
材の養成を目指しています。そのため、次のような資質や意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

１．政治学・行政学分野における基礎知識を有し、大学や研究機関などで教育・研究に従事することを目指す者。
２．教員の専修免許状取得を目指す者や、日本の政治・行政・文化等を研究しようとする者。
　�　以上の求める学生像に基づき、年３回の学内選考入学試験、一般選考入学試験、留学生選考入学試験、社会人選考入学試験を実施し、研究者・
高度専門職業人となるべき豊かな素養と能力を重視した入学者選抜を行います。

　�　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下の通り求めます。

　　AP１．大学の政治行政学科卒業者と同程度の政治学・行政学分野の専門知識および語学力を有している。
　　AP２．�国家、社会、国際社会のあるべき姿や課題について、修得してきた知識や情報をもとに解決方向を正しく判断し、その論理を他者

に分かりやすく説明できる。
　　AP３．�単純な論理やマスコミに影響されない主体性を持つとともに、社会や世界の多様性を受け入れつつ、多くの人たちとの協働を形成

して課題解決に取り組む意思を有している。

○博士課程
　�　政治学専攻博士課程では、研究者・高度専門職業人としての学問的基礎を修得し、自立して問題解決に当たることができる能力を備えた人
材の養成を目指しています。そのため、大学院修士課程修了者と同程度の政治学・行政学分野における専門知識を有し、次のような資質や意
欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

　１．大学や研究機関などで教育・研究に従事することを目指す者。
　２．政治家、国際公務員等の高度専門職業人としてリーダー的役割を果たそうとする者。
　�　以上の求める学生像に基づき、年３回の一般選考試験を実施して、研究者・高度専門職業人となるべき豊かな素養と能力を重視した入学者
選抜を行います。

　�　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下の通り求めます。

　　AP１．�大学院修士課程修了者と同程度の政治学・行政学分野の専門知識および語学力を有している。
　　AP２．�国家、社会、国際社会のあるべき姿や課題について、修得してきた専門知識や情報をもとに解決方向を正しく判断し、その論理や

解決策を他者に分かりやすく説明できる。
　　AP３．�単純な論理やマスコミに影響されない主体性を持つとともに、社会や世界の多様性を受け入れつつ、多くの人たちとの協働を形成

して課題解決に取り組む強い意思を有している。

経 済 学 研 究 科
○修士課程
　�　経済学研究科修士課程では、広い教養と深い専門的知識、学問的基礎力と応用力を有し、自立して課題発見・解決に向けて本質を探究し、
社会に貢献できる能力を兼ね備えた経済分野の専門人材の養成を目指しています。そのため、次のような資質や意欲を持つ学生を積極的に受
け入れます。

　AP１．�経済学専攻での学修に必要な基礎学力としての知識・技能・理解力を充分に有している者。
　AP２．未知の学問・知識に興味を持ち、自ら求めて学ぶことができる者。
　AP３．�企業や社会の経済的諸問題・課題を発見・解決することに関心を持ち、他者と協働し、社会に貢献する意欲を有している者。

○博士課程
　�　経済学研究科博士課程では、高い研究能力と豊かな学識を有し、経済学の深い専門的知識を修得し、社会諸問題に独立して専門的に取り組
むことができる研究能力と実践能力を兼ね備えた経済分野の専門人材の養成を目指しています。そのため、次のような資質や意欲を持つ学生
を積極的に受け入れます。

　AP１．大学・研究機関などにおいて研究活動に携わる研究者を目指す者。
　AP２．官庁・民間企業などで活躍する高度専門職業人を目指す者。
　AP３．�経済学及び関連分野の高度な専門知識を確実に修得する能力を有し、自己の探究する研究分野での研鑽を積み重ね、社会に貢献でき

る研究成果を生み出せる潜在的能力を有している者。
　AP４．�社会、国家、国際社会のあるべき姿や課題について、修得した知識や情報をもとに論理的に考察し、その結果を他者に分かりやすく

説明できる者。
　AP５．�時流に流されない主体性を持つとともに、自己と異質の見解でも寛容に受け入れ、そうした人々と協働し、公徳心を持って様々な社

会問題の解決に取り組むことができる者。

経 営 学 研 究 科
○修士課程
　�　経営学専攻修士課程では、研究者・高度専門職業人としての学問的基礎を修得し、自立して問題解決に当たることができる能力を備えた人
材の養成を目指しています。そのため、次のような資質や意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

　１．企業経営における課題に関心を持ち、自ら求めて学ぶことができる。
　２．積極的に他者とかかわり、対話を通して相互理解に努める意欲がある。
　�　以上の求める学生像に基づき、一般選考入学試験、社会人選考入学試験、留学生選考入学試験、学内選考入学試験を実施し、研究者・高度
専門職業人となるべき豊かな素養と能力を重視した入学者選抜を行います。

　�　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下の通り求めます。

【修士論文研究コース】
　AP１．経営学専攻での学修に必要な学部教育水準の充分な基礎学力としての知識・理解力・技能を有している。
　AP２．�希望する専修科目分野について、多面的かつ論理的に考察し、自分が考えたことを、他者に対してわかりやすく表現することができ

る力を有している。
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　AP３．�高度な専門的知識や職業上の新しい知識を主体的に修得することを目指し、他者と協力して研究に取り組み、社会に貢献する意欲を
有している。

【特定課題研究コース】
　AP１．�経営学専攻での学修に必要な基礎学力を有し、かつ豊かな素養と能力を有している。
　AP２．�経営学に関する特定課題について、多面的かつ論理的に考察し、自分が考えたことを、他者に対してわかりやすく表現することがで

きる力を有している。
　AP３．�ビジネスの場で必要となる汎用的能力や他分野を理解する能力を主体的に修得することを目指し、他者と協力して研究に取り組み、

社会に貢献する意欲を有している。

○博士課程
　�　経営学専攻博士課程では、経営学分野における高度に専門的な教育・研究能力を有した次世代の大学教育あるいは研究を担う人材の養成を
目指しています。そのため、次のような資質や意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

　１．経営学分野における課題について、自ら求めて学ぶことができる。
　２．積極的に他者とかかわり、対話を通して相互理解に努める意欲がある。
　�　以上の求める学生像に基づき、研究者となるべき豊かな素養と能力を重視した入学者選抜を行います。
　�　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下の通り求めます。

　AP１．�希望する専修科目分野について、充分な基礎学力としての知識・理解力・技能を有し、優れた修士論文を作成しており、外国語につ
いての基礎的な能力を有している。

　AP２．�希望する専修科目分野について、多面的かつ論理的に考察し、自分が考えたことを、他者に対してわかりやすく表現することができ
る力を有している。

　AP３．主体的に高度に専門的な学術研究を行い、他者と協力して研究に取り組み、研究能力をもって社会に貢献する意欲を有している。

法 学 研 究 科
○修士課程
　�　法学専攻修士課程では、学部の教育課程や法律実務における経験等を尊重しつつ、大学・研究機関などで教育・研究に従事する研究者及び
法的専門知識を生かした公務員、企業、研究者・高度専門職業人を目指す資質・意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

　�　以上の求める学生像に基づき、年３回の一般選考、社会人選考、留学生選考、学内選考を実施し、研究者・高度専門職業人となるべき豊か
な素養と能力を重視した入学者選抜を行います。なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下のとおり求めます。

　AP１．�公務員、民間企業、法律・会計事務所、スポーツ関係の職業において、一定程度の法的知識及び経験を有している。
　AP２．�社会の諸問題について、基礎的な法的思考力・判断能力を有している。
　AP３．�法的諸問題について、将来研究者・高度専門職業人として基礎的法理論・実務理論の修得に協働して取り組む意思を有している。

○博士課程
　�　法学専攻博士課程では、修士の教育課程や法律実務における経験等を尊重しつつ、研究者および法的業務に従事する高度専門職業人の養成
を目的としています。そのため、大学院修士課程修了者と同程度の法律分野における専門知識を有し、研究者・高度専門職業人を目指す資質・
意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

　�　この求める学生像に基づき、年３回の一般選考入学試験を実施します。

　AP１．�大学院修士の学位・専門職大学院の学位または外国において修士の学位を有し、高度な専門知識を有している。
　AP２．�法的諸問題について、法理論や実務理論を理解し、法的思考力や適切な判断能力を有している。
　AP３．�高度専門職業人として法的研究に取り組み、高度な法理論や実務理論に協働して取り組む意思を有している。

総合知的財産法学研究科
○修士課程
　�　総合知的財産法学研究科修士課程は、その教育研究の目的に則し、自らのキャリアと能力形成に誠実で勤勉に向き合い、見識と気魄をもっ
て極めようと努力する多様な人材を養成します。そのため、以下のように、法律系出身者とともに、理工系出身者および経営系出身者で知的
財産に関する法的思考力と実践力を有する者を広く内外に求めます。

　AP１．社会人または知的財産マネジメントを志望する者として、一定程度の知的財産に関する専門的知識を有している。
　AP２．�知的財産に関する現代的問題について適切に判断し思考する能力、もしくは知的財産に関する法理論や実務理論を理解する法的思考

力を有している。
　AP３．法的視点から知的財産に関する諸問題に関心を持ち、専門性の高い法理論・実務理論の修得に協働して取り組める実践力を有している。

工 学 研 究 科
　　機械工学専攻

○修士課程
　�　機械工学専攻修士課程では、各専門分野に関する進んだ専門的知識を修得し、高度専門職業人として、科学技術社会を幅広く支え、国際的
に活躍する希望を強くもつ次のような学生を受け入れます。

　AP１．機械工学の基本四力学を修得し、ものづくりの能力を有している。
　AP２．工学的現象の原理に興味を持ち、ものづくりを起点に実践的に思考を発展させることができる。
　AP３．�自分の専門を活かす職業に就いて能力の向上を進めたい。また、機械工学の専門知識を活かして国際社会で活躍したいという夢を持

ち実現に強い意志を有している。

　　電気工学専攻
○修士課程
　�　電気工学専攻修士課程では、各専門分野に関する進んだ専門的知識を修得し、高度専門職業人として、科学技術社会を幅広く支え、国際的
に活躍する希望を持ち、何事にも意欲を持って行動する気力を持つ次のような学生を受け入れます。

　AP１．学部で修得するべき電子電気システム、応用情報学の知識を有している。
　AP２．�電子電気システム、応用情報学の基本原理を理解し、最新の工学的現象を説明することに興味を持っている。
　AP３．�優れた応用開発能力を有し、創造性豊かで、ユニークな電子電気システム、応用情報学分野の研究者、技術者を目指し、グローバル

な視野を持ち、国際社会で通じる技術を身につけ、活躍したいという強い意志を有している。
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　　建設工学専攻
○修士課程
　�　建設工学専攻修士課程では、各専門分野の新しい専門的知識を修得し、高度専門技術者として、科学技術社会を幅広く支え、国際的に活躍
する希望を持つ次のような学生を受け入れます。

　AP１．学部で修得すべき建築技術、または、まちづくり・土木技術の知識を有している。
　AP２．�建築・都市・まちづくりに関連する生産活動と、その過程に強い関心があり、自分の知識の表現を推敲して実践的に説明する能力を有している。
　AP３．�グローバルな視野を獲得して、学際的分野についても関心を持ち、幅広く国際的なコミュニケーション能力を修得したいという強い

意志を有している。

　　応用システム工学専攻
○博士課程
　�　応用システム工学専攻博士課程では，本学の建学の精神を理解し、修士課程で培った能力と研究能力を身に付け、以下の条件を満たす学生
を受け入れます。

　AP１．専門分野に関する専門的知識について研究を進める意欲を持ち、修士課程修了相当の学力・研究力を有している。
　AP２．科学的知識とそれを展開していく能力および国際的に社会貢献できる高度な研究を遂行する意欲を有している。
　AP３．主体的、創造的に研究を行う意思と継続する気力を有し、修得した知識を後輩たちに教授したいと考えている。

人 文 科 学 研 究 科
　　人文科学専攻

○修士課程
　�　人文科学専攻修士課程では、研究者・高度専門職業人としての学問的基礎を修得し、自立して問題解決に当たることができる能力を備えた
人材の養成を目指しています。そのため、次のような資質や意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

　１．当該分野に関して旺盛な研究心を有している。
　２．社会の進展に貢献できる学識と能力を磨きたい。
　３．専修免許を取得し、高度な専門知識と実践的な指導力を身につけたい。
　４．現状を適切に把握し積極的に社会に貢献したい。
　５．生涯学習の一環として深く学びたい。
　�　以上の求める学生像に基づき、年２回の学内選考入学試験、一般選考入学試験、留学生選考入学試験、社会人選考入学試験を実施し、研究者・
高度専門職業人となるべき豊かな素養と能力を重視した入学者選抜を行います。

　�　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下の通り求めます。

　AP１．�当該分野に関して基本的で広汎な知識のある者、また未知のことへの理解力のある者
　AP２．�誠実で自らを律しながら研究に取り組み、研究資料を十分に読解し、その成果を体系的に表現できる能力のある者
　AP３．�研究対象に主体的に真摯に取り組み、必要に応じて協働で研究するなど、多様な可能性を追求できる者

○博士課程
　�　人文科学専攻博士課程では、研究者・高度専門職業人としての学問的基礎を修得し、自立して問題解決に当たることができる能力を備えた
人材の養成を目指しています。そのため、次のような資質や意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

　１．当該分野に関して旺盛な研究心を有している。
　２．自立した研究者になりたい。
　３．高度に専門的な業務に従事できる豊かな学識を身につけたい。
　４．現状を適切に把握し、社会の要請に応え、積極的に社会に貢献したい。
　５．研究を基盤として学際的な研究に従事したい。
　６．国際社会の一員として貢献したい。
　�　以上の求める学生像に基づき、年２回の一般選考入学試験、留学生選考入学試験を実施し、研究者・高度専門職業人となるべき豊かな素養
と能力を重視した入学者選抜を行います。

　�　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下の通り求めます。

　AP１．�当該分野に関して専門的な知識のある者、また関連分野への理解力のある者
　AP２．�誠実で自らを律しながら研究に取り組み、研究資料を十分に読解し、その成果を体系的に表現できる能力のある者
　AP３．�研究対象に主体的に真摯に取り組み、必要に応じて協働で研究するなど、多様な可能性を追求できる者

　　教育学専攻
○修士課程
　�　教育学専攻修士課程では、研究者・高度専門職業人としての学問的基礎を修得し、自立して問題解決に当たることができる能力を備えた人
材の養成を目指しています。そのため、次のような資質や意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

　１．教育の実践に関する諸分野にわたる専門知識を身につけ、専門分野に関する創造的な研究能力を磨きたい。
　２．地域社会の教育と文化の発展に寄与し、国際社会の一員として貢献したい。
　３．専修免許を取得したい。
　４．高度な専門的知識とより実践的な指導力を磨きたい。
　５．教員の経験を活かしてさらに教育力を磨きたい。
　�　以上の求める学生像に基づき、年２回の学内選考入学試験、一般選考入学試験、留学生選考入学試験、社会人選考入学試験を実施し、研究者・
高度専門職業人となるべき豊かな素養と能力を重視した入学者選抜を行います。

　�　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下の通り求めます。

　AP１．�当該分野に関して基本的で広汎な知識のある者、また未知のことへの理解力のある者
　AP２．�誠実で自らを律しながら研究に取り組み、研究資料を十分に読解し、その成果を体系的に表現できる能力のある者
　AP３．�研究対象に主体的に真摯に取り組み、必要に応じて協働で研究するなど、多様な可能性を追求できる者

○博士課程
　�　教育学専攻博士課程では、研究者・高度専門職業人としての学問的基礎を修得し、自立して問題解決に当たることができる能力を備えた人
材の養成を目指しています。そのため、次のような資質や意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

　１．教育・教育学に対する旺盛な研究意欲を有している。
　２．専門分野において創造的な研究能力を身につけたい。
　３．自立した研究者または職業人になろうという強い意欲を持っている。
　４．高度に専門的な業務に従事できる豊かな学識と能力を身につけたい。
　５．地域社会の教育と文化の発展に貢献したい。
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　６．国際社会の一員として貢献したい。
　�　以上の求める学生像に基づき、年２回の一般選考入学試験、留学生選考入学試験を実施し、研究者・高度専門職業人となるべき豊かな素養
と能力を重視した入学者選抜を行います。

　�　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下の通り求めます。

　AP１．�当該分野に関して専門的な知識のある者、また関連分野への理解力のある者
　AP２．�誠実で自らを律しながら研究に取り組み、研究資料を十分に読解し、その成果を体系的に表現できる能力のある者
　AP３．�研究対象に主体的に真摯に取り組み、必要に応じて協働で研究するなど、多様な可能性を追求できる者

スポーツ・システム研究科
○修士課程
　�　スポーツ・システム専攻修士課程では、学位授与条件に記述した能力に対する資質を持ち積極的に取り組む意欲を持ち、定められた年限で
学位を申請する計画のある者を受け入れています。

　�　年３回の一般選考、社会人選考、留学生選考、及び学内選考入学試験を実施し、面接と学力試験により、意欲と能力を測ります。なお、修
得しておくべき知識や技能および意欲を次の通り求めています。

　�　次に該当する学生を受け入れている。
　AP１．体育・スポーツの指導者や研究者を目指す者であり、体育・スポーツ科学全般に積極的興味をもち、学士相当の学力を有している。
　AP２．社会的な倫理性を有し、深い探究心と思考力がある。
　AP３．�主体性をもって多様な判断ができること。また、体育・スポーツの指導者や教育者として、協調に富んだ課題への取り組みができる

力を有している。

○博士課程
　�　スポーツ・システム専攻博士課程では、学位授与条件に記述した能力に対する資質を持ち積極的に取り組む意欲を持ち、定められた年限で
学位を申請する計画のある者を受け入れています。

　�　年３回の一般選考入学試験を実施し、面接と学力試験により、意欲と能力を測ります。なお、修得しておくべき知識や技能および意欲を次
の通り求めています。

　AP１．�体育・スポーツ科学研究の修士課程修了もしくは同程度の知識水準を身に付けており、体育・スポーツ科学全般に関わる基礎的学力
を有している。

　AP２．�高度職業人また研究者として論理性ある判断力と倫理観を持ち合わせている。
　AP３．�多種多様な体育・スポーツ事象に科学的観点からアプローチすることに情熱と意欲を持ち、自立的に行動しながらも他の研究者や体育・

スポーツ指導者・教育者と協働できる力を有している。

救急システム研究科
○修士課程
　�　救急システム研究科修士課程では、修士課程の教育の目的・方針を十分に理解し、病院前救急医学領域に対して不断の努力をもって、学問
への探究心を有し続ける人材（社会人を含む）を広く求めている。本研究科では、以下の条件を満たす学生を修士課程に受け入れる。

　AP１．国内外を問わず病院前救急医療の知識と医療者としての一定の経験を有し、将来、研究や教育に携わりたいと思う者。
　AP２．�医師、看護師、救急救命士をはじめとした国家医療資格を有し、将来、消防機関・公的機関（海上保安庁・自衛隊・警察など）で指

導救命士を目指す者。また病院救命士や民間救急救命士として指導救命士を目指す者。
　AP３．病院前救急医療に関心を持ち、学識豊かな高度専門職業人として研究・教育・臨床に携わりたいと願う者。
　AP４．�４年制大学を卒業し救急救命士を指導または民間救急救命士養成施設教員として教壇に立つことを目指す就学意欲が旺盛な者。

○博士課程
　�　救急システム研究科博士課程では、博士課程の教育の目的・方針を十分に理解し、病院前救急医学研究領域に対して誠意と不断の努力をもっ
て、学問への探求心を有し続ける勤労な人材を国内外に広く求めている。本研究科では、以下の条件を満たす学生を博士課程に受け入れる。

　AP１．国内外を問わず病院前救急医療領域の修士の学位を有する者か、あるいは同等の学力・経験があると認めた者。
　AP２．�国内外を問わず医師・看護師・救急救命士をはじめとした国家医療資格を有する者でプレホスピタルケアにおける研究活動を行いた

いという者。
　AP３．病院前医療領域の研究に関心を持ち、学識豊かな病院前救急医療研究者として研究・教育・臨床の場に携わりたいと願う者。
　AP４．独創的な思考を有し、優れた科学的見識と医療倫理を有し、就学意欲が旺盛な者。

グローバルアジア研究科
○修士課程
　�　グローバルアジア専攻修士課程では高度専門職業人としての学問的基礎を修得するのみならず、実践的に活躍できる能力を備えた人材の養
成を目指しています。そのため、十分な「学士力」を有し、次のような資質や意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

　AP１．�学士レベルでのアジア学について基本的知識と教養を身につけ、グローバル時代のアジアにおける経済、ビジネス、地域文化、日本
語教育、文化遺産学の領域を研究する意欲がある。

　AP２．�グローバル時代のアジアに関するより高度な理解を深める意欲がある。
　AP３．�コミュニケーション能力、異文化理解、分野横断的識見を高め、グローバル時代のアジアの発展のために貢献したいと考えている。

○博士課程
　�　グローバルアジア研究専攻博士課程では専門性を活かした研究職を含む高度専門職へ進む人材を養成するため、専門的な知識を修得するの
みならず、自立した研究活動および高度な専門職を主体的に実践できる能力を備えた人材の養成を目指しています。そのため、次のような資
質や意欲を持つ人材を積極的に受け入れます。

　AP１．�グローバル時代のアジアにおける経済、ビジネス、地域文化、文化遺産学の領域で専門家になるための基本的な知識や能力を有して
いる。

　AP２．�グローバル時代のアジアに視座を置き、それぞれの研究分野で、先端的な専門家や研究職を目指している。
　AP３．�アジア学を通じて、課題を発見し、国際的に理解される建設的研究によって、グローバル時代のアジアの発展のために貢献したいと

考えている。
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政治学研究科（修士課程）政治学研究科（修士課程）

１．専修科目の選択
　当該研究科を志望する者は、入学後在学中に作成する研究論文（学位論文）の分野に関する科目として以下の
開講予定主要科目群の中から、１科目を選択してください（第二志望まで選択できます）。この科目が自己の「志
望専修科目」となります。

開　講　予　定　主　要　科　目
地 方 行 政 研 究 日 本 政 治 思 想 史 研 究 国 際 関 係 研 究 国 際 文 化 交 流 研 究
憲 法 研 究 ア ジ ア 地 域 研 究 ア メ リ カ 地 域 研 究 現 代 政 治 理 論 研 究
南 ア ジ ア 地 域 研 究 ア フ リ カ 地 域 研 究 日 本 教 育 制 度 史 研 究 外 交 史 研 究
行 政 学 研 究 政 治 思 想 研 究 国 際 政 治 研 究 ス ポ ー ツ 政 策 研 究

２．試験区分・時間・科目

試験区分 試験時間 試験科目
試験日

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

一 般 選 考
10：00 〜 11：30 専門科目

令和８年
９月19日（土）

令和８年
11月29日（日）

令和９年
２月６日（土）

12：30 〜 14：00 外 国 語
14：20 〜 面　　接

社 会 人 選 考
留 学 生 選 考
学 内 選 考

10：00 〜 11：30 専門科目

12：30 〜 面　　接

３．試験科目の選択
科 　 目 内　　　　　　訳
外　　国　　 語 英語／独語／仏語／中国語／韓国語／日本語の中から１か国語選択

専　門　科　目
地方行政／日本政治思想史／国際関係／国際文化交流／憲法／アジア地域／アメリカ
地域／現代政治理論／南アジア地域／アフリカ地域／日本教育制度史／外交史／行政
学／政治思想／国際政治／スポーツ政策の中から志望専修科目と同一科目を１科目選択

　（１）外国語の選択については母語または母国語を選択することはできません。
　（２）出願後の変更は一切認めません。

４．試験時の留意点
　　　　（１�）外国語の試験においては、選択言語の語学辞書の使用を一冊に限り認めます。ただし、電子辞書および

電子翻訳機類の使用は禁止します。
　（２�）留学生の専門科目の試験においては、語学辞書の持ち込みを可とします。ただし、電子辞書および電子

翻訳機類の使用は禁止します。

５．合否判定の方法と基準
　合否は、各期入学試験後に開催する合否判定会議において、本研究科アドミッション・ポリシーに基づき、出
願書類、筆記試験、面接試験の結果を総合的に考慮して判定します。
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政治学研究科（博士課程）

政治学研究科（博士課程）政治学研究科（博士課程）

１．専修科目の選択
　当該研究科を志望する者は、入学後に作成する研究論文（学位論文）の分野に関する科目として以下の開講予
定主要科目群の中から、１科目を選択してください。この科目が自己の「志望専修科目」となります。

開　講　予　定　主　要　科　目
地 方 行 政 特 別 研 究 日本政治思想史特別研究 国 際 関 係 特 別 研 究 アメリカ地域特別研究
現代政治理論特別研究 アフリカ地域特別研究 日本教育制度史特別研究 ア ジ ア 地 域 特 別 研 究

２．試験区分・時間・科目

試験区分 試験時間 試験科目
試験日

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

一 般 選 考

10：00 〜 11：30 専門科目
令和８年
９月19日（土）

令和８年
11月29日（日）

令和９年
２月６日（土）

12：30 〜 14：00
外国語
（１か国語）

14：20 〜 面　接

３．試験科目の選択
科 目 内　　　　　　訳
外 国 語 英語／独語／仏語／中国語／日本語の中から１か国語選択

専 門 科 目
地方行政／日本政治思想史／国際関係／アメリカ地域／現代政治理論／アフリカ地域
／日本教育制度史／アジア地域の中から志望専修科目と同一科目を１科目選択

（１）外国語の選択については母語または母国語を選択することはできません。
（２）出願後の変更は一切認めません。

４．試験時の留意点
　　　　（１�）外国語の試験においては、選択言語の語学辞書の使用を一冊に限り認めます。ただし、電子辞書および

電子翻訳機類の使用は禁止します。
　　　　（２�）留学生の専門科目の試験においては、語学辞書の持ち込みを可とします。ただし、電子辞書および電子

翻訳機類の使用は禁止します。

５．合否判定の方法と基準
　合否は、各期入学試験後に開催する合否判定会議において、本研究科アドミッション・ポリシーに基づき、出
願書類、筆記試験、面接試験の結果を総合的に考慮して判定します。
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経済学研究科（修士課程）

経済学研究科（修士課程）経済学研究科（修士課程）

１．専修科目の選択
　当該研究科を志望する者は、各研究領域について十分に検討の上、入学後に作成する研究論文（学位論文）と
関連のある科目を、以下の「開講予定の専修科目一覧」の中から第三志望まで必ず選択してください。

研　究　領　域 開　講　予　定　専　修　科　目

経済理論研究
ミクロ経済学研究 マクロ経済学研究 計量経済学研究
経済統計学研究 金融論研究

経済史・思想史研究 経済学史研究

国際・地域研究
国際マクロ経済学研究 国際経済論研究 アジア経済論研究
多文化社会経済研究

応用経済研究
労働経済論研究 企業経済論研究 情報産業論研究
経済政策論研究

租税法・会計研究 租税論・租税法研究 国際租税法研究 財務会計研究

（注意）税理士試験の科目免除を希望する者は、社会人選考の「シニア特別選抜」による受験はできません。

２．試験区分・時間・科目

試験区分 試験時間 試験科目
試　験　日

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

一　般　選　考
10：00 〜 11：00

専門科目（第一志望の
専修科目）

令和８年
９月19日（土）

令和９年
２月６日（土）

令和９年
３月７日（日）

13：00 〜 面接
社会人選考

（シニア特別選抜含）※1
留　学　生　選　考※2
学 内 選 考※2・3

10：00 〜 11：00 小論文

13：00 〜
面接
（研究計画書に基づく）

※１　シニア特別選抜は 13：00 〜研究計画書に基づく面接のみを実施し、小論文は課しません。
※２�　留学生・学内選考志願者のうち、日本語以外を母語とする者で、日本語能力試験N２認定を有する者は、
面接時に日本語口述試験も併せて行います。

※３�　学内選考志願者のうち、経済学研究科による内部推薦選考に合格した者は、試験科目（小論文、面接）が
免除され、選考は書類審査のみにより行います。

３．試験科目の選択
科 目 内　　　　　　訳
専 門 科 目 第一志望の専修科目名と同一科目

　（１）�専修科目の選択にあたっては、必ず大学院案内（Guide Book 2027）の経済学研究科教員紹介における研
究テーマ等を熟読の上、行ってください。

　（２）出願後の変更（選択科目の変更など）は一切認められません。

４．合否判定の方法と基準
方法：筆記試験および面接の成績を総合的に評価し、合否を判定します。
基準：次の①と②の条件をすべて満たすこと。
　　　①筆記試験（100 点満点）において、60 点以上の成績を収めること。
　　　②面接（100 点満点）において、60 点以上の評価を得ること。
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経済学研究科（博士課程）

経済学研究科（博士課程）経済学研究科（博士課程）

１．専修科目の選択
　当該研究科を志望する者は、各研究領域について十分に検討の上、入学後に作成する博士論文と関連のある科
目を、以下の「開講予定の専修科目一覧」の中から１科目を選択してください。選択した科目が、各自の「志望
専修科目」となります。

研　究　領　域 開　　講　　予　　定　　専　　修　　科　　目
経済理論研究 計量経済学特別研究 経済統計学特別研究
国際・地域研究 アジア経済論特別研究
応用経済研究 企業経済論特別研究

租税法・会計研究
租税論・租税法特別研究 国際租税法特別研究
財務会計特別研究

２．試験区分・時間・科目・内容

試験区分 試験時間 試験科目 内　　　容
試　験　日

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

一 般 選 考

11：15 〜
12：45

外国語
英語／日本語の中から
（１か国語選択）

令和８年
９月19日（土）

令和９年
２月６日（土）

令和９年
３月７日（日）

13：30 〜
口述試験

専修科目分野に関する
修士論文等の審査

面接
研究計画書の内容に基
づく

【外国語科目の選択および受験上の注意】
１．外国語の選択について、自身の母語（または母国語）を選択することはできません。
２．外国語科目の試験では、辞書（冊子体）の持参・使用を一冊に限り認めます。
　　ただし、電子辞書、電子翻訳機およびそれに類する電子機器の使用は一切禁止します。
※注意　出願後の変更（選択科目の変更など）は一切認められません。

３．合否判定の方法と基準

方法：学力試験および面接の成績を総合的に評価し、合否を判定します。
基準：次の①～③の条件をすべてを満たすこと。
　　　①外国語試験（100 点満点）において、60 点以上の成績を収めること。
　　　②口述試験（100 点満点）において、60 点以上の成績を収めること。
　　　③面接（100 点満点）において、60 点以上の評価を得ること。



40

経営学研究科（修士課程）

経営学研究科（修士課程）経営学研究科（修士課程）

１．コース選択
　入学後在学中に作成する研究論文等（修士論文または特定課題研究成果報告書）に関するコースとして、以下の
コースの中から１コースを選択してください。
　なお、出願後に自己都合によるコース変更は一切認めていませんが、修士論文研究コースで不合格となっても
特定課題研究コースで合格となることがあります（その場合は、合格発表時に「志望外合格」として発表します）。

コース名
修士論文研究コース 研究力の養成を目的とした研究コース
特定課題研究コース ビジネス力の養成を目的とした研究コース
（注意）①�学内選考および税理士試験に関して会計学に属する科目の免除申請を希望する者は、「修士論文研究コー

ス」のみ受験できます。
　　　②�特定課題研究コースの志願者は、「研究計画書」に研究計画ではなく学修計画（これまで大学や企業等

で行ってきたこと、本研究科で学修したいこと、その学修計画、及び修了後の計画等）を必ず記入して
ください。

　　　③大学院案内（Guide Book 2027）を参照の上、十分に検討した上で選択してください。

２．専修科目の選択
［修士論文研究コース志望者］
　入学後在学中に作成する修士論文の分野に関する専修科目を以下の開講予定主要科目一覧の中から第１志望、
第２志望の順に必ず選択してください。

修　士　論　文　研　究　コ　ー　ス　　開　講　予　定　主　要　科　目
事 業 創 造 論 経 営 情 報 論 情 報 シ ス テ ム 論 経 営 史 国 際 経 営 論
生 産 管 理 論 事 業 戦 略 論 経 営 組 織 論 マーケティングデータサイエンス 企 業 論
財 務 会 計 論 制 度 会 計 論 財 務 分 析 論
（注意）Ⅰ期入試において特定の科目で受入計画人数を上回る合格者があった場合、Ⅱ期入試において当該科目の

受入を停止することがあります。その際は、本大学院ホームページでお知らせします。

［特定課題研究コース志望者］
　専修科目を選択できません。

３．試験区分・時間・科目
修士論文研究コース・特定課題研究コース 試験日

試験区分 試験時間 試験科目 Ⅰ期 Ⅱ期
一 般 選 考
社 会 人 選 考
留 学 生 選 考

10：00 ～ 11：00 専門科目
令和８年
９月19日（土）

令和９年
２月６日（土）

13：00 ～ 面接及び書類審査

学 内 選 考 13：00 ～ 面接及び書類審査

※�本学法学研究科を 2027 年３月に修了見込みで、法学研究科長の特別推薦を得た者は、「専門科目」を免除する
ことが可能です。

４．試験科目と実施方法
科　　目 内　　容

専 門 科 目 論述式テスト（１題解答）
口頭試問及び書類審査
（学内選考を含む） 研究計画書等出願書類に基づき、口頭試問及び書類審査を行う

５．合否判定の方法と基準
　筆記試験（100 点満点）の得点を基準に、面接評価（A,B,C の３段階評価、留学生は特に日本語会話能力）を
加味して合否を判定する。また、判定の段階で、志望コース外で合格判定を行うことがある。
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経営学研究科（博士課程）

経営学研究科（博士課程）経営学研究科（博士課程）

１．専修科目の選択
　当該研究科を志望する者は、入学後に作成する博士論文の分野に関する専修科目として以下の開講予定主要科
目群の中から、１科目を選択してください。この科目が自己の「志望専修科目」となります。
※�大学院案内（Guide Book 2027）を参照の上、大学院課を通じて、出願受付開始前に指導を希望する専修科目
の担当教員に研究計画書を相談してください。

開　講　予　定　主　要　科　目
経 営 組 織 論 特 論 情報システム論特論 事 業 創 造 論 特 論 マーケティング論特論
国 際 経 営 論 特 論 生 産 管 理 論 特 論 制 度 会 計 論 特 論

２．試験区分・時間・科目

試 験 区 分 試験時間 試験科目
試験日

Ⅰ期 Ⅱ期

一 般 選 考

10：00 ～ 11：00 英語

令和８年
９月19日（土）

令和９年
２月６日（土）

11：15 ～ 12：45 専門科目

14：00 ～
面接及び専修科目分野に関する修
士論文等の審査

３．試験時の留意点

　外国語「英語」は、辞書の使用を一冊に限り認めます。ただし、電子辞書および電子翻訳機類の使用は禁止し
ます。

４．合否判定の方法と基準

　筆記試験（100 点満点）の得点を基準に、面接評価（A,B,C の３段階評価、留学生は特に日本語会話能力）を
加味して合否を判定する。
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法学研究科（修士課程）

法学研究科（修士課程）法学研究科（修士課程）

１．コース及び志望専修科目の選択
　当該研究科を志望する者は、以下３つのコースから１つ選択し入学後在学中に作成する研究論文（学位論文）
の分野に関する科目として以下の開講予定主要科目群の中から、１科目を選択してください（ただし、税法研究
A・税法研究Bの科目については第二志望まで選択できます）。この科目が自己の「志望専修科目」となります。

コ　ー　ス
研究者養成コース 高度職業人コース 特定課題研究コース

開　講　予　定　主　要　科　目
憲 法 研 究 Ａ 憲 法 研 究 Ｂ 民 法 研 究 Ａ 民 法 研 究 Ｂ
民 法 研 究 Ｃ 民 事 手 続 法 研 究 Ｂ 刑 法 研 究 Ａ 刑 事 法 研 究
犯 罪 学 研 究 税 法 研 究 Ａ 税 法 研 究 Ｂ

※Ａ・Ｂ・Ｃとは担当教員の違いを示します。

２．試験区分・時間・科目

試 験 区 分 試験時間 試験科目 試験日
Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

一 般 選 考
学 内 選 考

10：00 〜 11：30 専門科目（志望専修科目と同一科目）

令和８年
９月20日（日）

令和９年
２月７日（日）

令和９年
３月７日（日）

12：30 〜 14：00 外国語または外国語代替科目
14：20 〜 面　接

社 会 人 選 考
（シニア特別選抜含）
留 学 生 選 考

10：00 〜 11：30 小論文（志望専修科目の基礎）
12：30 〜 面　接（研究計画書併用）

※�シニア特別選抜または税法研究を志望し、税理士試験に３科目以上合格している者は、試験科目のうち「専
門科目」「小論文」を免除します。
　�税理士試験に３科目以上合格し、上記筆記試験の免除を希望する場合、『税理士試験等結果通知書』のコピー
を添付してください。

３．試験科目の選択
科 目 内　　　　　　訳

外 国 語
以下のａまたはｂのいずれかを選択してください。
ａ．外国語：英語／独語／仏語の中から１か国語選択
ｂ．外国語代替科目：憲法／民法／刑法の中から１科目選択※

専 門 科 目 憲法／民法／民事手続法／刑法／刑事法／犯罪学／税法の中から志望専修科目と同一
科目を１科目選択

※外国語代替科目の選択には、以下の制限があります。
①専修科目として、税法研究を志望する者は、「憲法」を選択することはできません。
②専修科目として、民法研究、民事手続法研究を志望する者は、「民法」を選択することはできません。
③専修科目として、刑法研究、刑事法研究、犯罪学研究を志望する者は、「刑法」を選択することはできません。

４．試験時の留意点
（１） 外国語は、辞書の使用を一冊に限り認めます。ただし、電子辞書および電子翻訳機類の使用は禁止します。
（２）六法等の使用は認めません。
（３）出願後の変更は一切認めません。

５．合否判定の方法と基準
　筆記試験評価（100 点満点）及び面接評価（100 点満点）中、原則各 60 点以上取得者について、アドミッショ
ン・ポリシーを前提に総合的に判断する。
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法学研究科（博士課程）法学研究科（博士課程）

１．専修科目の選択
　当該研究科を志望する者は、入学後、在学中に作成する研究論文（学位論文）の分野に関する科目として以下
の開講予定主要科目群の中から、１科目を選択してください。この科目が自己の「志望専修科目」となります。（※
第二志望は認めません）

開　講　予　定　主　要　科　目

憲 法 特 別 研 究 Ｂ 税 法 特 別 研 究 Ａ 税 法 特 別 研 究 Ｂ 民事手続法特別研究Ｂ
犯 罪 学 特 別 研 究

※Ａ・Ｂとは担当教員の違いを示します。

２．試験区分・時間・科目・内容

試験区分 試験時間 試験科目 内　　　容
試験日

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

一般選考

10：00 〜 11：30 専門科目

志望専修科目と同一科目
※�法科大学院修了（見込）
者には修士論文の代替
として問題を課す 令和８年

９月20日（日）
令和９年
２月７日（日）

令和９年
３月７日（日）

12：30 〜 14：00 外　国　語
英語／独語／仏語の中か
ら１ヶ国語選択

14：20 〜 面　　接
研究計画書等出願書類に
基づき面接を行う

【注意】出願後の変更は一切認めません。

３．試験時の留意点
外国語は、辞書の使用を一冊に限り認めます。ただし、電子辞書および電子翻訳機類の使用は禁止します。

４．合否判定の方法と基準
　筆記試験評価（100 点満点）及び面接評価（100 点満点）中、原則各 60 点以上取得者について、アドミッショ
ン・ポリシーを前提に総合的に判断する。
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総合知的財産法学研究科（修士課程）総合知的財産法学研究科（修士課程）

１．試験区分・時間・科目

試験区分 試験時間 試験科目
試験日

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

一 般 選 考

留 学 生 選 考

学 内 選 考

10：00 〜 11：30 小論文（知的財産法）※ 1

令和８年
９月20日（日）

令和８年
11月29日（日）

令和９年
３月７日（日）

12：30 〜 面　接（研究計画書併用）

社 会 人 選 考 12：30 〜 面　接（研究計画書併用）

　※ 1：知的財産に関して論じた設問（注）を読み、それに答えるものとする。
　　　　（注：特許・意匠・商標・著作権に関する新聞記事等）
　出願後の試験区分変更は一切認めません。

（国家検定試験）知的財産管理技能検定３級以上に合格している受験者は、試験科目のうち
「小論文」の免除が可能です。

免除を希望する受験者は、

合格証書（または合否通知書）の PDF を出願システムから提出してください。

２．合否判定の方法と基準
　小論文試験、面接評価について各 60 点以上であり（各 100 点満点）、アドミッション・ポリシー及び研究計画
書を踏まえて総合的に判断します。
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工学研究科（修士課程）工学研究科（修士課程）

１．専攻およびコース	

機 械 工 学 専 攻 電 気 工 学 専 攻 建 設 工 学 専 攻

コ
ー
ス
名

先 進 機 械 工 学 電 気 電 子 シ ス テ ム 建 築

機 械 融 合 シ ス テ ム 応 用 情 報 学 ま ち づ く り

環 境 数 理

志願者は、上のコースから自己の志望するコースを一つ選択してください。
※�コース内容は大学院案内（Guide Book 2027）を参照して決めてください。
※�一般選考および学内選考志願者は TOEIC®Listening & Reading Test のスコア提出が必要です。詳細は P. ３
【全試験区分対象の出願資格】⑤の記載事項をご確認ください。

２．試験区分・時間・科目

試験区分 試験時間 試験科目
試験日

Ⅰ期 Ⅱ期

一 般 選 考
10：00 〜 11：30 専門科目

令和８年
９月19日（土）

令和９年
３月７日（日）

11：40 〜 面接

留 学 生 選 考 10：00 〜
口頭試問

面接

社 会 人 選 考
10：00 〜 11：30 小論文

11：40 〜 面接

学 内 選 考
10：00 〜 面接

書類審査

留 学 生 選 考�
（協 定 校 推 薦）

別途通知 書類審査

学内選考志願者のうち、工学研究科による内部推薦制度において内定を得て推薦者として認められた者は、
試験科目「面接」が免除され、書類審査形式の試験のみとなります。
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３．試験科目と実施方法および評価の観点

試験区分 試験科目 配点 出題形式と評価の観点

一般選考

専門科目 100 点
筆記試験形式で、志望専攻・コースの専門分野から出題します。
その回答から学部卒相当の専門学力を有することを確認します。

面接 100 点

研究計画書をもとに、専門分野の実践・応用能力、研究遂行能力を有するこ
とを確認します。また、面接をもとに専門家として社会で活躍する将来目標
の確かさを確認します。この試験では、研究計画書のプレゼンテーションが
可能です。

留学生選考

口頭試問 100 点
口頭試問形式で、志望専攻・コースの専門分野から出題します。
その回答から学部卒相当の専門学力を有することを確認します。

面接 100 点

研究計画書をもとに、専門分野の実践・応用能力、研究遂行能力を有するこ
とを確認します。また、面接をもとに専門家として社会で活躍する将来目標
の確かさを確認します。この試験では、研究計画書のプレゼンテーションが
可能です。

口頭試問と面接は、同室で続けて行う場合があります。

社会人選考

小論文 100 点
業務・研究経験に関する小論文をもとに、専門学力にもとづいた専門実践経
験を有することを確認します。

面接 100 点

研究計画書をもとに、研究遂行能力を有することを確認します。また、面接
をもとに専門家または研究者としての将来展望の確かさを確認します。この
試験では、これまでの研究・実務業績および研究計画書のプレゼンテーショ
ンが可能です。

学内選考

書類審査 100 点
成績証明書の書類審査により学部卒相当の専門学力を有することを確認しま
す。

面接 100 点

研究計画書をもとに、専門分野の実践・応用能力、研究遂行能力を有するこ
とを確認します。また、面接をもとに専門家として社会で活躍する将来目標
の確かさを確認します。この試験では、研究計画書のプレゼンテーションが
可能です。

４．試験時の留意点
（１）�面接において研究計画書の内容に関するプレゼンテーションが可能です。プレゼンテーションには、これ

までの研究業績や研究内容を含めることができます。5分以内に終わるようにしてください。
　　 ※なお、プレゼンテーションは必須ではありません。

（２）�プレゼンテーションでは、HDMI 形式の出力端子を持ったノートパソコンを持参してください。プロジェ
クタからスクリーンに投影できます。そのほか、成果物の写真、模造紙、配付資料等、受験生自身で試験
室に持ち込むことが可能なもので、試験時間中は、受験生自身で管理・保管できるものを持ち込むことが
できます。
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工学研究科（博士課程）工学研究科（博士課程）

１．特別研究および講究
　当該研究科を志望する者は、入学後に作成する研究論文（学位論文）の分野における特別研究を担当する教員
を研究指導教員とし、研究一般および論文作成の指導を受けます。
※大学院案内（Guide Book 2027）を参照して指導を希望する担当教員を決め、研究計画書を作成してください。

２．試験区分・時間・科目

試　験　区　分 試　験　時　間 試　験　科　目
試験日

Ⅰ期 Ⅱ期

一 般 選 考
10：00 〜

面接
（口頭試問を含む）

令和８年
９月19日（土）

令和９年
３月７日（日）

書類審査

留学生選考
10：00 〜

面接
（口頭試問を含む）

書類審査

社会人選考
10：00 〜 11：30 小論文

11：40 〜
面接
（口頭試問を含む）
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３．試験科目と実施方法および評価の観点

試験区分 試験科目 配点 実施方法と評価の観点

一般選考

面接
口頭試問
を含む

100 点

研究計画書および修士論文をもとに、研究遂行能力を有することを確認し
ます。また、業績書も含めて、研究者としての意欲や目標の確かさを確認
します。また、研究分野に関する英語の口頭試問を行います。
面接の時間は 1人 30 分程度です。これまでの研究業績および研究計画書
のプレゼンテーションが可能です。

書類審査 100 点
成績証明書から、書類審査により修士修了相当の専門学力および研究に必
要な語学力を有することを確認します。

留学生選考

面接
口頭試問
を含む

100 点

研究計画書および修士論文をもとに、研究遂行能力を有することを確認し
ます。また、業績書も含めて、研究者としての意欲や目標の確かさを確認
します。また、研究分野に関する英語の口頭試問を行います。
面接の時間は 1人 30 分程度です。これまでの研究業績および研究計画書
のプレゼンテーションが可能です。

書類審査 100 点
成績証明書から、書類審査により修士修了相当の専門学力および研究に必
要な語学力を有することを確認します。

社会人選考

小論文 100 点
業務・研究経験に関する小論文をもとに、専門基礎学力にもとづく専門実
践能力または研究遂行能力を有することを確認します。

面接
口頭試問
を含む

100 点

研究計画書および修士論文をもとに、研究遂行能力を有することを確認し
ます。また、業績書も含めて、研究者としての意欲や目標の確かさを確認
します。また、研究分野に関する英語の口頭試問を行います。
面接の時間は 1人 30 分程度です。これまでの研究・実務業績および研究
計画書のプレゼンテーションが可能です。

４．試験時の留意点
（１）�面接において研究計画書の内容に関するプレゼンテーションが可能です。プレゼンテーションには、これ

までの研究業績や研究内容を含めることができます。10 分以内に終わるようにしてください。
　　 ※なお、プレゼンテーションは必須ではありません。

（２）�プレゼンテーションでは、HDMI 形式の出力端子を持ったノートパソコンを持参してください。プロジェ
クタからスクリーンに投影できます。そのほか、成果物の写真、模造紙、配付資料等、受験生自身で試験
室に持ち込むことが可能なもので、試験時間中は、受験生自身で管理・保管できるものを持ち込むことが
できます。

（ ）

（ ）

（ ）
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人文科学研究科（修士課程）人文科学研究科（修士課程）

１．専修科目の選択
　人文科学研究科を志望する者は、当該研究科在学中に作成する研究論文（修士論文）に関する研究分野（専修
科目）内の主要科目から 1つ選択してください（同一研究分野内で主要科目を第 2志望まで選択できます）。

人文科学研究科　専攻・コース・研究分野・主要科目一覧

専　攻 コース 研究分野 主　要　科　目

人文科学専攻

考古・歴史学コース 日本史学

日本史学演習１
日本史学演習２
日本史学演習３
日本史学演習４
日本史学演習５
考古学演習

文学・文化論
コース

日本文学

文学・文化論演習１
文学・文化論演習３
文学・文化論演習６
言語文化論演習

東洋文学 文学・文化論演習４
文学・文化論演習５

地理・地域論
コース

人文地理

地理・地域論演習１
地理・地域論演習２
地理・地域論演習３
地理・地域論演習７

自然地理
地理・地域論演習４
地理・地域論演習５
地理・地域論演習６

教育学専攻

教 育 学

教育学演習１（教育哲学・教育思想）
教育学演習２（教育史）
教育学演習３（教育社会学）
教育学演習４（教育行政学）
教育学演習５（教育方法学）
教育学演習６（教育心理学）
教育学演習７（発達心理学）
教育学演習８（特別支援教育 知的障害教育）

教職研究

教職研究演習１（生徒指導）
教職研究演習１（道徳教育）
教職研究演習１（教育相談）
教職研究演習２（教育実践研究 国語科）
教職研究演習２（教育実践研究 社会科・地歴科）
教職研究演習２（教育実践研究 数学科）
教職研究演習２（教育実践研究 理科）
教職研究演習２（教育実践研究 体育科）
教職研究演習２（教育実践研究 保健体育科）
教職研究演習３（教育実践研究 幼児教育）
教職研究演習３（教育実践研究 体力科学）
教職研究演習３（教育実践研究 健康科学）
教職研究演習３（教育実践研究 スポーツ社会学）

（注）上の主要科目は、令和９年度募集を予定していますが、担当教員が未定の科目も含まれています。
	 �専修科目を選択される場合は、大学院案内（Guide Book 2027）の人文科学研究科カリキュラムのページを参
照してください（担当教員欄が未定（空欄）の科目については、事前に大学院課までお問い合わせください）。
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２．試験区分・時間・科目

試験区分 試験時間 試験科目等
試験日

Ⅰ期 Ⅱ期

一 般 選 考
10：00 〜 11：30 外　国　語

令和８年
11月29日（日）

令和９年
３月７日（日）

11：45 〜 13：15 専 門 科 目
14：00 〜 面　　　接

社会人選考
学内選考

11：45 〜 13：15 小　論　文
14：00 〜 面　　　接

留学生選考
11：45 〜 13：15 専 門 科 目
14：00 〜 面　　　接

　【注　意】
　　①試験開始 15 分前までに入室してください。
　　②試験開始 20 分経過後の入室は認めません。
　　③試験開始 20 分経過後の遅刻者および欠席者は、以降の受験は認めません。

３．試験科目の選択と注意
（１）外国語と専門科目の選択

専　　　攻 試験科目 選　　　　択　　　　等

人文科学専攻
外 国 語 英語／中国語の中から１か国語を選択してください。

但し、古文書または漢文のいずれかをもって外国語に代替することができます。

専門科目 日本史学／日本文学／東洋文学／地理学の中から志望研究分野（専修科目）と同
一科目を選択してください。

教育学専攻
外 国 語 英語

但し、ドイツ語／フランス語の中から１か国語をもって代替することができます。

専門科目 教育学／教職研究の中から志望研究分野（専修科目）と同一科目を選択してくだ
さい。

（２）外国語の選択および注意
　①　外国語の選択は、出願時に１か国語を指定してください。ただし、その後の変更は認めません。
②　古文書または漢文をもって外国語に代替することを希望する者は、出願時に代替するものを指定してくだ
さい。ただし、その後の変更は認めません。

　③　母語または母国語を選択することはできません。

（３）専門科目の問題の選択
　　　 専門科目の問題は、志望する研究分野ごとに、その分野が必要とする専門科目の問題が出題されます。
　　 それぞれの研究分野の中での問題の選択は、出題された問題の指示に従ってください。

４．試験時の留意点
　①�　外国語の試験には、辞書一冊に限り使用を認めます（ただし、電子辞書および電子翻訳機類の使用は不可
とします）。

　②　古文書または漢文の試験には、辞書類の使用は認めません。

５．合否判定の方法と基準
　入学志願者の選抜は、学力検査（外国語、専門科目、小論文）、面接、研究計画書などの資料により、入学志
願者の能力・意欲・適性、学習成果等を多面的・総合的に評価・判定します。
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人文科学研究科（博士課程）人文科学研究科（博士課程）

１．専修科目の選択
　人文科学研究科を志望する者は、当該研究科在学中に作成する研究論文（博士論文）に関する研究分野（専修
科目）を、下表の主要科目一覧の中から 1つ選択してください。

人文科学研究科　専攻・コース・研究分野・主要科目一覧

専攻 コース 研究分野 主要科目

人文科学専攻

考古・歴史学コース 日本史学

日本史学特別研究１
日本史学特別研究２
日本史学特別研究３
日本史学特別研究４
日本史学特別研究５
考古学特別研究

文学・文化論コース
日本文学 文学・文化論特別研究１（日本）

言語文化論特別研究（日本）

東洋文学 文学・文化論特別研究４（東洋）

地理・地域論コース
人文地理 地理・地域論特別研究１（人文）

地理・地域論特別研究３（人文）

自然地理 地理・地域論特別研究２（自然）

教育学専攻

教育思想特別研究
教育方法学特別研究
教職実践特別研究１
教職実践特別研究２
教職実践特別研究３
教職実践特別研究４
教職実践特別研究５
教職実践特別研究６
教職実践特別研究７
教職実践特別研究８
教育臨床論特別研究
基礎心理学特別研究
心理学特別研究
応用心理学特別研究

（注）上の主要科目は、令和９年度募集を予定していますが、担当教員が未定の科目も含まれています。
	 �専修科目を選択される場合は、大学院案内（Guide Book 2027）の人文科学研究科カリキュラムのページを参
照してください（担当教員欄が未定（空欄）の科目については、事前に大学院課までお問い合わせください）。



53

人文科学研究科（博士課程）

２．試験区分・時間・科目

試験区分 試験時間 試　験　科　目　等 内　　　容
試験日

Ⅰ期 Ⅱ期

一 般 選 考
10：00 〜 11：30 外　国　語

英語（ただしドイツ
語、フランス語、中
国語のうち１カ国語
をもって代替するこ
とができます。）

令和８年
11月29日（日）

令和９年
３月７日（日）12：30 〜 提出された論文に関する

口述試験

留学生選考
10：00 〜 11：30 外　国　語 英語または日本語を

選択してください。

12：30 〜 提出された論文に関する
口述試験

【注　意】
　①試験開始 15 分前までに入室してください。
　②試験開始 20 分経過後の入室は認めません。
　③試験開始 20 分経過後の遅刻者および欠席者は、以降の受験は認めません。
　④外国語の選択は、出願時に１か国語を指定してください。その後の変更は認めません。
　⑤留学生選考に関しては一般的英語能力または日本語能力をみるものとし、日本語文による筆答とします。
　⑥外国語の選択において、母語または母国語を選択することはできません。

3．試験時の留意点
　　�　外国語の試験には、辞書一冊に限り使用を認めます（ただし、電子辞書および電子翻訳機類の使用は不可とします）。

４．合否判定の方法と基準
　入学志願者の選抜は、学力検査（外国語）、口述試験、研究計画書などの資料により、入学志願者の能力・意欲・
適性、学習成果等を多面的・総合的に評価・判定します。
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スポーツ・システム研究科（修士課程）スポーツ・システム研究科（修士課程）

１．専攻

専　攻　名

スポーツ・システム専攻

　※コースの選択は、入学後になります。

２．試験科目・内訳

試験実施時間
試験区分

10：30 〜 11：30 12：30 〜 13：30 13：40 〜
試験日

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

一　般　選　考 外国語 専門科目 面　接

令和８年
11月28日（土）

令和９年
２月６日（土）

令和９年
３月６日（土）

社 会 人 選 考 小 論 文 面　接

留 学 生 選 考 小 論 文 面　接

学　内　選　考 専門科目 面　接

科　　　目 内　　　訳

外　国　語 英語

専 門 科 目
（一般・学内選考）

体育・スポーツ・健康科学全般からの出題とする

　※出願後の変更は一切認めません。

３．試験時の留意点
　外国語は、辞書の使用を一冊に限り認めます。ただし電子辞書、電子翻訳機等の使用は認めません。

４．合否判定の方法と基準
方法：�本研究科アドミッション・ポリシーに基づき、出願書類、筆記試験、面接の成績を総合的にみて合否を判

断する。
基準：次の①と②のいずれも満たすこと。
　　　①�筆記試験は、1科目 100 点満点で 60 点以上であること。但し、２科目の場合は、各試験科目の点数を

合計し、平均点が 60 点以上であること。
　　　②面接試験は、100 点満点評価で、60 点以上であること。
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スポーツ・システム研究科（博士課程）スポーツ・システム研究科（博士課程）

１．専攻

専　攻　名

スポーツ・システム専攻

　※コースの選択は、入学後になります。

２．試験科目

試験実施時間
試験区分

10：30 〜 11：30 12：30 〜 13：30 13：40 〜
試験日

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

一　般　選　考 外国語 専門科目 面　接 令和８年
11月28日（土）

令和９年
２月６日（土）

令和９年
３月６日（土）留 学 生 選 考 日本語 専門科目 面　接

科　　　目 内　　　訳
外　国　語 英語
専 門 科 目

（一般・留学生選考）
体育・スポーツ・健康科学全般からの出題とする

３．試験時の留意点
外国語は、辞書の使用を一冊に限り認めます。ただし電子辞書、電子翻訳機等の使用は認めません。

４．合否判定の方法と基準
方法：�本研究科アドミッション・ポリシーに基づき、出願書類、筆記試験、面接の成績を総合的にみて合否を判

断する。
基準：次の①と②のいずれも満たすこと。
　　　①�筆記試験は、1科目 100 点満点、各試験科目の点数を合計し、平均点が 60 点以上であること。
　　　②面接試験は、100 点満点評価で、60 点以上であること。
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救急システム研究科（修士課程）救急システム研究科（修士課程）

１．専攻選択
　以下の専攻の中から、いずれかを選択してください。

専　攻　名

救急救命システム専攻

救急救命システム専攻（１年コース）

２．試験科目・内訳

試験実施時間
試験区分

12：30 〜 13：30 13：40 〜
試験日

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

一　般　選　考 専門科目 面　接

令和８年
11月28日（土）

令和９年
２月６日（土）

令和９年
３月６日（土）

社 会 人 選 考 専門科目 面　接

留 学 生 選 考 専門科目 面　接

学　内　選　考 面　接

１年コース選考 専門科目 面　接

科　　　目 内　　　訳

専 門 科 目
（一般・社会人・留学生選考）

救急医療に関する分野の知識を問う。

専 門 科 目
（１年コース選考）

救急医療に関する分野の知識を問う。

［注意］①専門科目（一般・社会人・留学生選考）と専門科目（１年コース選考）の問題は異なります。
　　　　②出願後の変更は一切認めません。

３．試験時の留意点
　専門科目では、辞書の使用を１冊に限り認めます。ただし電子辞書、電子翻訳機等の使用は認めません。

４．合否判定の方法と基準
方法：�本研究科アドミッション・ポリシーに基づき、出願書類、筆記試験、面接の成績を総合的にみて合否を判

断する。
基準：次の①と②のいずれも満たすこと。
　　　①�筆記試験は、1科目 100 点満点で 60 点以上であること。但し、２科目の場合は、各試験科目の点数を

合計し、平均点が 60 点以上であること。
　　　②面接試験は、100 点満点評価で、60 点以上であること。
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救急システム研究科（博士課程）救急システム研究科（博士課程）

１．専攻

専　攻　名

救急救命システム専攻

２．試験科目・内訳

試験実施時間
試験区分

10：30 ～ 11：30 12：30 ～ 13：30 13：40 ～
試験日

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

一般選考 小論文 専門科目 面接 令和８年
11月28日（土）

令和９年
２月６日（土）

令和９年
３月６日（土）留学生選考 小論文 専門科目 面接

留学生選考の小論文は日／英併記で出題します。

科　　　目 内　　　訳

小　論　文 救急医療に関する分野の論文読解能力と文章構成力を問う。

専 門 科 目
（一般・留学生選考）

救急医療に関する分野の知識を問う。

３．試験時の留意点
　小論文では、辞書の使用を１冊に限り認めます。ただし電子辞書、電子翻訳機等の使用は認めません。

４．合否判定の方法と基準
方法：�本研究科アドミッション・ポリシーに基づき、出願書類、筆記試験、面接の成績を総合的にみて合否を判

断する。
基準：次の①と②のいずれも満たすこと。
　　　①�筆記試験は、1科目 100 点満点で、各試験科目の点数を合計し、平均点が 60 点以上であること。
　　　②面接試験は、100 点満点評価で、60 点以上であること。
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グローバルアジア研究科（修士課程）グローバルアジア研究科（修士課程）

１．専修科目の選択
　当該研究科を志望する者は、入学後在学中に作成する研究論文（学位論文）の分野に関する科目として以下の
専修科目の中から、１科目を選択してください。また、入学後に学びたい分野の不適合を避けるため、出願する
前に選択した専修科目の担当教員と連絡を取り、必ず面談を行ってください。担当教員が不明な場合は、グロー
バルアジア研究科事務室にお問い合わせください。この科目が自己の「志望専修科目」となります。

研究分野 専　修　科　目

ビジネスコミュニケーション分野 グローバルビジネス研究 マーケティング研究 ビジネスマネジメント研究 ビジネス情報研究
消 費 文 化 研 究 アカウンティング研究 地 域 文 化 研 究

国際日本語教育分野 日本語教育学研究
文 化 遺 産 学 分 野 文 化 遺 産 研 究 メソポタミア考古学研究 西アジア考古学研究

２．試験区分・時間・科目

試験区分 試験時間 試験科目 試験日
Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 秋期

一 般 選 考
留学生選考

10：00〜 11：00 専門科目（選択）

令和８年
11月28日（土）

令和９年
２月６日（土）

令和９年
３月６日（土）

令和９年
６月５日（土）

11：20〜 12：20 専門科目（共通）
専門科目（共通）終了後 面　接

留学生選考
（協定校推薦）

書 類 審 査 お よ び
web による面接

社会人選考
10：00〜 11：00

専門科目（選択）
（国際日本語教育分
野のみ）

11：10〜 面　接

学内選考（一般）
10：00〜 11：00 専門科目（選択）

11：10〜 面　接
学内選考

（本研究科科目等履修生（候補生）） 11：10〜 面　接（※）

※国外に留学・派遣中または国内遠隔地在住の者は現地からWeb での面接及び口述試験に変更できます（要問合せ）。

３．試験科目の選択
科　　　目 内　　　　　　訳
専 門 科 目 ビジネスコミュニケーション分野（アカウンティング研究、地域文化研究は問題が異なります）

／国際日本語教育分野／文化遺産学分野
（１）専門科目の選択は、志望研究分野を選択してください。
（２）文化遺産学分野の専門科目には、一部英語の問題が含まれる場合もあります。
（３）出願受理後の他分野への変更は一切認めません。

４．試験時の留意点
（１）日本語母語話者以外でN１もしくはN１同等の資格を有しない者は面接に替えて口述試験とします。
（２）�国際日本語教育分野では、１年次に学外の日本語教育機関で教育実習があるため、原則として受験時に十

分な日本語教育能力を必要とします（大学での副専攻修了、文化庁認定の日本語教師養成講座修了などが
これにあたります）。この要件を満たさないと、履修科目が制限され、修士（日本語教育）が取得できませ
んので、必ず出願前にグローバルアジア研究科事務室に問い合わせてください。

（３）国際日本語教育分野は、秋期入学試験を実施しません。
（４）「受験準備の手引」を発行しています。メール（groffi1@kokushikan.ac.jp）にてお申し込みください。

５．合否判定の方法と基準
　志願者の研究計画と志望動機等が志望する専修および研究分野との相当性を著しく欠くことがなく、かつ各科
目が必須得点を上回り総平均点が６割以上とする。
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グローバルアジア研究科（博士課程）グローバルアジア研究科（博士課程）

１．専修科目の選択
　当該研究科を志望する者は、入学後に作成する研究論文（学位論文）の分野に関する科目として以下の科目群
の中から、１科目を選択してください。この科目が自己の「志望専修科目」となります（出願提出書類等の専修
科目欄に必ず記入してください）。

専　修　科　目
ビ ジ ネ ス 研 究 歴 史 研 究 地 域 研 究 文 化 研 究 日本語教育学研究
メソポタミア考古学研究

２．試験区分・時間・科目

試験区分 試験時間 試験科目
試験日

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 秋期

一 般 選 考
10：00 〜 11：30 専門科目

令和８年
11月28日（土）

令和９年
２月６日（土）

令和９年
３月６日（土）

令和９年
６月５日（土）

11：50 〜 12：50 外国語
13：30 〜 面　接

３．試験科目の選択

科 目 内　　　　　　訳
外 国 語 英語／日本語／中国語の中から１か国語選択

専門科目 ビジネス研究／歴史研究／地域研究／文化研究／日本語教育研究／メソポタミア考古学研究の中
から１科目選択

（１）外国語の選択については、母語以外となります。
（２）�受験する専門科目は、志望専修科目（主要科目）と対応した科目とします。一部英語の問題が含まれる場

合もあります。
（３）出願後の変更は一切認めません。

４．試験時の留意点
　外国語は、辞書の使用を１冊に限り認めます。ただし電子辞書、電子翻訳機の使用は認めません。

５．合否判定の方法と基準
　志願者の研究計画と志望動機等が志望する専修および研究分野との相当性を著しく欠くことがない場合、本研
究科アドミッション・ポリシーに基づき、出願書類、筆記試験、面接試験の結果を総合的に考慮して判定する。



政治学、経済学、経営学、法学、総合知的財産法学、
工学、人文科学研究科

〒154－8515　東京都世田谷区世田谷４－28－１
電話（03）5481－3140　FAX（03）5481－3142
世田谷キャンパス　教務部大学院課

交通（電車）   小田急電鉄「梅ヶ丘」下車　徒歩９分
東京急行電鉄　世田谷線「松陰神社前」下車　徒歩６分

グローバルアジア研究科

〒195－8550　東京都町田市広袴１－１－１
電話（042）736－2390　FAX（042）736－2326
町田キャンパス　教務部大学院課

交通（電車）   小田急電鉄「鶴川」下車（バスに乗り換え）
（バス）　小田急バス・神奈川中央交通バス

「鶴川団地」行乗車、国士舘大学前下車　徒歩１分
　　　（スクールバス）　※運行ダイヤは大学ホームページを参照ください。

小田急鶴川駅北口改札を出て直進してください。
一時停車場が乗り場です。（無料）

本学試験会場案内図

スポーツ・システム、救急システム研究科

〒206－8515　東京都多摩市永山７－３－１
電話（042）339－7200（代）　FAX（042）339－7238（代）
多摩キャンパス　教務部大学院課
電話（042）339－7461

交通（電車）   小田急多摩線、京王相模原線「永山」下車（バスに乗り換え）
（バス）　京王バス　永山駅→「永山高校」下車→徒歩７分

　　　（スクールバス）　※運行ダイヤは大学ホームページを参照ください。
小田急永山、京王永山駅改札を出て階段を下り左方向に進ん
でください。
交番前の横断歩道を渡り、一時停車場が乗り場です。（無料）
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区役所・区民会館
世田谷区民会館前

梅ヶ丘
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バスターミナル
鶴 川

横浜銀行横浜銀行

国士舘
大学前

至府中

団地
鶴川交番

至新宿

一時停車場

至町田
小田急線

国士舘大学
町田キャンパス
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世田谷キャンパス　〒154-8515 東京都世田谷区世田谷 4 -28 -1　教務部大学院課（政治学、経済学、経営学、法学、総合知的財産法学、工学、人文科学研究科）
TEL.03-5481-3140　FAX.03-5481-3142

多　摩キャンパス　〒206-8515 東京都多摩市永山7-3-1　教務部大学院課（スポーツ・システム、救急システム研究科）　
TEL.042-339-7461　FAX.042-339-7238

町　田キャンパス　〒195-8550 東京都町田市広袴１-１- 1　教務部大学院課（グローバルアジア研究科）　
TEL.042-736-2390　FAX.042-736-2326

国士舘大学ホームページ
https://www.kokushikan.ac.jp/

国士舘大学大学院ホームページ
https://www.kokushikan.ac.jp/gs/

●問い合わせ先●

バスおよび徒歩

バスおよび徒歩
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